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第 3回琉球大学農学部地域貢献シンポジウム

地場産業が支える食・農・環境

円11寺:平成 23年 11Jl181::1 (令) 13:00 --...， 16:00 

j必所:西原町中央公民飢「大ホール」

司会者: 持さんこんにちは。ただいまから、琉球大学

J~学部地域江献シンポジウムをIJHIIH致します。 私、今1"1

のシンポジウムの総合司会を務めます山学部の芝と111し

ます。よろしくおl碩いいたします。

司会 琉球大学農学部教授 芝正己氏

このシンポジウムも今川で3凪ト|となり、やっと形

になってまいりました。今1111はi川JJ;1I1IJのご協賛をn:iいて

IJHIIHいたします。開催にあたり、上11¥1111r J乏さんをはじめ、

|則係府各位の多大なるご‘協))とご四!附をいただき、おhし

を111し|二げ‘ます。また今1"1、川l制県有機出業普及会、 ffii

fぷ新報社、jll'純タイムス、琉球欣送、i'i'制テレビ、JAi'i'制、

ì'i'~UY，~出来協同組合巾央会、 j'附UV..!有機J~業推進教育会

の各凶(本の持様には、多くのごJi;I立を11易りました。 i::IIH

l守を代ぶしましてお礼を111し卜.げ‘ます。どうもありがと

うございます。 会場にお越しの持保、 τI~11にもかかわら

ずおいでくださいま して、ありがとうございます。あい

にくのおぶ気ですが、どうぞ以後まで先'1::.ノ7のお話をお

来しみください。

それと 2点ほど皆様にお願いがございます。今1"1、

講演11と特様との問で'l'1蹴 ・応答ができるようにパネル

デ、イスカッションのH寺11¥jをト分にとっています。なるべ

く|吋じH線で、 地域に制だした、活発なごみI論をお前iい

したいと思います。

もう 1}.'~で、すが、受(、Iでお配りしたn凝応答の賀川

出に、持服のご質問をご，ic人ください。白川京は、，i日出

会終[1&'こl玩l収します。その質問lffへの回特を、パネル

ディスカッションの|採に?付目前占に科えていただきま

す。 lì íí i~，~きが長くなりましたが、さっそくシンポジウム

に人りたいと思います。

id初に、私ども琉球ノピ戸J~乍;'tJSの川本学部長からの

校ig}をmきたいと思います。

川本学部長:J~学部の川本です。 木Uは，お忙しいなか，

琉球大学山学部主催の地域ITI猷シンポジウムにこのよう

に多数の方々のご参加を引きましでありがとうございま

す。主IlIi才;の一人として，jhiくお礼rjlし1:げます。

本卜lのシンポジウムを|制限するに|際し，開催のあい

さつとして一言1'1;し上げます。

iiii初に，このような心:派なホールを会場として挺供

いただき，多くの使宜を|火|ってJ1'iきました西原町に， J2

学部を代点して，また. 1Î1人的にもl河原町民といたしま

して， tl京l百.1111し上げます。

さらに，本シンポジウムをIJH1Ii!するにあたり. i'il制

以行機出業椛進協議会.i'll純Y.Hi機l出来??及会，琉球新

事I~tl:. i'l'純タイムス下1:.I.血球欣送. i'll制テレビ， JAお

きなわ，iljl制以j足業協同市Ili"illりと会のご後慢を頂いてお

ります。各同体には以く制l礼11-1し1:げます。また，シン

ポジウムのImlHi運営に吋り.ごば)Jいただいた関係各位

!こ感謝111し上げます。

今回のシンポジウムは疏球大学!見学部の地域貢献プ

ログラムのー邸で行うものです。硫球大学は，教育 ・研

究はもちろんですが，地域u献を三市TIの柱にしていま

す。これは平成 191:J三の学校教行法の改11:で，全国(11，、jに

制定されたものです。しかし，もとを花せば¥琉球大

学は 1950年の設立当H与，ランドグラン ト大学であるミ

シガン大学の指導を受けて，地域氏献を行う大学として

ぷ立されていま した。ラン ドグラン ト大学 (Iand-grant

universilY)は土地付 与大学と択されています。アメリ

カ全-!-:に所有した連邦政1Mの |二地を州政府に1!則自でO~ 勺・

し，その上地に大学をiliててj虫学， ilI-'H学此び工学など

の尖乍をお{1tf し ， そのノピ~f:がある州のブ自民に員i猷させる

ことをnJI'iしたものです。特に，硫f;l<大学はその当H、?か

らj虫学部がそのリーデーングヒッタ一的作住で， ti業??
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&T;ri~リjに探く関与した椛紛があります。 !見学部の地域員

11iXは雌史的なパックボーンがありました。イ医学部と しま

しては，改めて，先i'it.ll'i氏の志をしっかり受け継ぐこと

を!日:に銘じていかねばならないとjぶっています。これま

でよりも，よ り-If(jの地域氏献. 地Þ~辿悦を推進してい

くことを目標にしています。なお，改めて"1し上げます

と凶原町とは 2008"1ミに包抗的協)J t1!H¥}休日目!の党L!?を

取り交わしています。l訴を，本11のシンポジ‘ウムに戻し

ます。

開会のあいさつ硫球大学農学部長 川本康情氏

j虫学部では. 地þ~ù献プログラムの・開として， 県内

の作地域に赴き，11年機にμ什うシンポジウムを開催しよ

うということを，本11，J ，~調講師iをお願いしています，

('I't血先生が企画をされて今年で 31"1"'.11になります。今Inl

のシンポジウムは 「地財産業が立ーえる食)~f;lt;':!J と いう

テーマです。地tM8i%の汗成 ・仮!l-i!は.、'i該地域の地Jj

1 ' 1 治体の産業政策のill~な一部分を， ' iめています。 政If:f

民主党は，食料1'1給率を 50%に引き 上げようというス

ローガンのもと，).出来門戸}JIJJ肝f~HIIìr:WIlIJ肢 と j品業の 6次

比業化を，マニフェストで掲げて，政本ruを樹立しました。

叫が同の「食とj出のI'1'J:.JをHUlliするため， i凶民全体

で)~業 ・ J~村を支える社会の(îIJ)ßJ を li'，~mすると，基本

JI'阿の中でf日っています。 この新たな食料 ・ J~業 . ~村

挑み;計画に基づき.昨年ぷに，61R，{(f_業化法として i去

来化されました。 IEI確には，(地ll)li，(iib;lを前JlJした12林

漁業者等による新・h;誌の(il111'， ~rJ及びj山林ノJ(Jl'(f物の利則促

進に|射する法f主〕です。地域の4、，f'ltを日かしたJ2林水産

物をぷ材と して)jllr.することにより付.)jll (11Ii (1((を!iIJ山し、

流通販売させる等，生jJt. )JII Iて・!仮必の一体化の推進に

より成業化を阿る、いわゆる í)~%の 6 次)1'(.%化」の推

進による民業者の所仰雌似ということに UINがirfかれて

います。分り易く汁えば，近年のl出来はI2j民生p{i，食料

jJ;l料生産のみを担当するようにされてきましたが， 2次

/)(::業分野である )~i舵物)JII r.や食，'，t'tJm[は，食料製造の企

〕誌に取り込まれ， さらに 3 次産業分野である )~jJ(::物の流

通やl以必， )出来 ・山村にかかわる情報サービス.前l)'C:な

ども . そのほとんどは，住il ・ 小売業や↑，~y.I~サービスP託業，

制)t%に取り込まれていますが，これらを)~% . 山村の

分野に取り戻そうではないかという提3主です。6次産業

に|刻しては，レジメを兄ますと，このあと， ('I't出先生か

ら，l下しいご説明があると!よlわれます。 J2林ノJ(/1[1%はそも

そも.先制の地!J;/))'(f.業で・あり ，その集合体と与えてもよ

いと出っています。そのために，地域にそれがあること

は，ノトJ年:円以外の人も，"1分の恐らしと食と山.さらに

は地域f消防をも守ることになります。 1，次山菜として.

'I:f(.し，IJIII:を通じてifii油販売までの 3次jJ'(f_業で・成功す

るためには，生産から泊泊までに.しっかりとしたい念

の l~ ， オンリーワンの技術，すぐ、れた ， '，，'，1'1がボめられま

す。 iナンバーワンにならなくてもいい，もともと特

別なオンリーワン」という取がヒットしましたが，これ

からは，J2業においても1111質を保証した，オンリーワン

が核となるであろうと思います。

ノ予，将に，我が11¥1はTPP交渉のテーブルにっこうと

しています。他にも WTO，FTA交渉の1-1'で，吏なる 1'1

Illrヨ.Mにli'lけてのI'fill際的な[i)Jきが進んでいます。愉人|見l

脱はドン ドン下がることが予怨され，消代行にとって立

い)~~/荷物あるいはそのIJII L品が入ってくることになりま

しょう。しかし，ーん.で・は 食料自給不の低ドは併めな

いのではないかと与えられます。加えて，食の'/.，(心安全

の以~\'\も交渉の対象になります。グローパルスタンダー

ドが)I~i\'\ となりますので， 手足が国が独自で決めているl，~

il'iより.緩やかなl，ti¥'iを/民話せざるを仰ないflf能性が111i

いです。すなわち，技が凶の食の安全 ・広心が心配です。

{OOIより，1'1給本が低下した場合は，食料の安全保附その

ものが心配ですo '1 :.Ni;占fJllJにとっては，これまで以上に

強い)~~%， 強いJ山tJ，J産業の活性化を袈ょlとされることにな

ります。今後， ~rt rlilllr村，地場企業，大学が辿制して，

J~業. jti村の Irv l~(こ取り組むシステムを柿築する必i!.・1t

が1:Vまってし、ます。

l! IJ ち . これからの 6 次沌業化したJi!l~には . 技術.JIll

1'1，さらには，これまでは弔要視されなかった先制)Jや

料何) J も~ボされることになります。泣かな1~氾!)Jにつ

いては，先)J 1ケ)J II¥J，アップル社のホームページを

側liっていました，削始行のステープ ・ジョブズ氏がいう，

Think clilTerenl : 5'~なる伺J11で・考える こ とが， 6次F在来

としての)~業にもよ|とめられているのではないかと思うよ

うになってきました。

今川のシンポジウムでは，豊かな発想JJとli1'l;かな椛常

)Jで .地財産業として"挑戦"し続ける地ICの企業にお



気í3 1nlfÁl球大学:J;~'"{:)~I)J出 jf;x~'i mkシンポジウム地Jj.l}iIli.;誌が文える食 ・ 股 . J;;'Wt-

話を伺うことにいたしました。

硫球紅茶でおなじみの711'純ティーファク トリー株式会

社， シママースでおな じみ!?い海株式会社. そして，だ

いこんの花でおなじみの 「あいあいファーム株式会社J

のそれぞれ代表の押さんが.地域出産物であるお茶，出

あるいは野菜の以来↓の{i(1i似から}J旧二 j仮52までをどのよ

うな哲学で，どのような経科Ij攻略で行い.地財産業とし

ての椛立をされてこられたかを紛介していただきたいと

jtlいます。

本円のシンポジウムでは.t'l'制J~業のオピニオンリー

ダーであります. {II' I出先生に品調講演を頂き，その後，

いあります。2009年-2010午、今年の3刈までl虫学

部長をされておりま した。今Uは、先生に沖純における

地財政業と山林ぷ産業の辿併に|則するテーマでご論出い

ただきます。よろしくおWiiいいたします。

仲地氏: みなさんこんにちは。ただいまご紺介聞きまし

た疏球大学J::l学部のf'l'地とI11します。先ほど、同会の之

先生から過分など絞i介をJJ'[きま した。との地域丘|猷シン

ポジウムは、先ほど話ありましたように私も 言い出しっ

ペの一人でして、そのj1r;;~には疏球大学J~学部はこれま

でも地域との辿拙に努めてきま したが、 これからさらに

各 3名の皆織からのご1;持制iをflH砲した後，総合~.tii迫のH存 地域と結びついた活動を前先にしていかなければならな

聞を設けています。 活発なJ~.ta混となりますことを祈念し いという思いがありました。そういうこ とで、多少なり

ています。今後の地域民業とI出場産業のたli携が核となっ ともこ うした活動のお伎になてればとjZい、お話させて

て，地域続前の11f興や地以前性化の実現に向けたi位協に いただくということになりま した。よろしくお願いしま

ついて議論を深めるという ことが，今阿のシンポジウム す。

における将に凶的とするところであります。

以後に， このシンポジウムへの出席者E快諾いただいた

講演者の方々に}I/く御礼"，し上げますとともに，御参集

いただきま した伴慌のますますの御{削除と今後の御活蹴

をお祈りいたしまして，私の技wといたします。

司会者: どうもありがとうございました。先生のおJRの

巾にありましたTPPのI山起を合め、今年は変化に山んだ

年のシンポジウムです。今Uは、 私どものスタッフと し

て学生が 20名ほど来ています。向かご質問、ごt!噌あ

りましたらi庇らにお"1し付けください。

今回のシンポジウムの地調講演はやl'地宗俊先生にお願

いしています。後ほどご制介いた しますけれども、 (11']:出

先生はこのシンポジウムの発起人で、このような企l'町が

できたのも、先生のお力によるものです。先生は>A'.I:ご

退職ということで、このような機会も少なくなっていく

と思います。先'1":は12JE経済舛のオピニオンリーダーと

して地域を代ぷする立14jにありま して、ご多忙な折、膨

大な資料を準備していただいて非常に感謝しておりま

す。 また一般公泌につきましては、奈川らしいおニ)~Vj

の先生におl聞いしています。また今日は会場に、 J::lっさ1'115

の先生方も何人か来ていただいています。先生fjにもど

協力をよろしくお前iいいたします。

特別講演 硫球大学農学部教授仲地宗俊民

私のテーマは、 f7'1'終日以における地場産業と山林水産

業の述携Jというものですが、それに「これまでとこれ

から」という刷組を付けました。地財産業と山林水産業

とは、街接に結びついていま して、これまでもそうでし

たが、この|長|係はこれからも、白木の経済、 j品業のありJJ、

食のあり方、 地域の文化などを巧・える うえで虫裂な視点

だと思います。そして後ほどお話しますが、 今、両者の

|見l係に新しいifVJきが起こりつつあるように思います。そ

うしたなかで、このような課題を取り iニげたことは非常

に大きな意技があり、今1 1 1 1 、 琉球大学J~学部地域貢献支

まずbI調前泌をお願いしている、 {tI，地先生のプロ 慌t1会がこうしたテーマをぷ定したことについて、委凸

フィールを附ljiにご制介します。 会の先生方の柿起!のぷ11，11らしさに、まず敬怠を込えしたい

先生は 1946{j::にお生まれになっています。J975 {I~、 と!.!.tいます。

九州大学の大乍院(~，.(:rtIHt'l I': I~H!皇、 j民政経済学ω攻に人 それでは、木11のIlb1jむi(のおftれを前i介します。1，対VJに地

学されています。謀れ終 了後、 j虫学博七を取得され、 l足 場産業の考えJjについてお話します。次に地財産業と)~

学部に残っておられます。この間の先生の業組はいっぱ 林水産業の結びつきの!照1!過私!と副作の状況、 そして地
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場産業と農林水産業の連携の新たな展開、という 11民に進 農林水産省の資料 4)によれば、2005年(平成 17)の農業・

めたいと思います。要旨は別途お配りしてございますの 畜産・水産も含めた農産物の生産額は 10.6兆円(輸入1.2

で、講演の内容についてはそれも参考にしていただきた 兆円を含む)です。しかしそれはそのまま消費されるの

いと思います。 ではなく、さらに何段階もの加工や流通の過程を通って

それではまず、本日のテーマ全体にも関わりますが、 いきます。そして最終消費の段階での生産額は 73.6兆

地場産業とはどういうものかということを簡単に確認し 円になります。すなわち農産物・畜産物・水産物の生産

ておきたいと思います。一般的には地場産業とは、『広 の段階に比べて消費の段階ではほぼ7倍に噌大している

辞苑』によりますと、「特定の自然的・歴史的条件を持 のです。これはかなり大きい増加です。この間に食品製

つ土地において、地元資本が地元の労働力により、特産 造業や流通関係の産業がかかわっています。食料に関連

品を製造する産業J1) と説明されています。経済学の考 する製造産業や流通業は、産業分類のうえでは、 2次産

えでは、「零細企業の地域集団による広域商品の生産流 業、 3次産業になりますが、農業・喬産業・水産業を基

通休系で、主として日用消費財を産出しているJ2) (ff'経

済学静典，n)というように、やや抽象的な表現になります。

いずれにせよ、基本的には、地域の伝統や在来の技術を

基礎において生産している産業ということになります。

盤にして存立しているということが生産傾で示されてい

ます。

こうしたことを踏まえて、これからの話は主として、

沖縄における地場産業と農林水産業の結びつきについて

私たちも基本的にこういう考えに立ちたいと思います。 考えていきたいと思います。

それから、これと似た言葉で、地域産業という言葉があ 先ほど、沖縄では伝統工芸の種類が全国的に見ても多

ります。これは、「地域内の需要に対応する産業J2) (前掲、 いという話をしました。それをもう少しひろく地場産業

『経済学辞典j])というように定義されています。この場 という観点から見てみたいと思います。まず歴史過程を

合は、需要は地域内を対象にしていますが、資本や技術 少し逆のぼって、戦前期から見てみますと 5--8)、食料品

は必ずしも地元ではなく、外部からあるいは大手に依存 の製造としては、砂糖を筆頭に泡盛、味噌、醤油、澱粉、

するという形態になります。しかし実際には、両者の間 カツオ節などがあります。織物では、絹織物、麻・芭蕉

には重なる部分もあります。 布等、工芸品では、漆器、陶磁器、製臨・泥盤、染物が

地場産業の一般的な考え方は今お話したとおりです あり、これらのいくつかは現在も伝統的に引き継がれて

が、生産の面で言いますと、食品製造、繊維、陶磁器、 います。林産関係では、用材・樽・締脳がありました。

漆器などの製造が多いです。農業をそのなかに含める場 樽は、戦前は黒砂糖を詰めるときに、樽を使っていまし

合もあります。沖縄で言いますと、食品・飲料では砂糖、 た。それから現在では少なくなりましたが、カツオ節も

泡盛など、工芸品では琉球紅型(びんがた)、漆器、芭蕉布、 戦前期の沖縄ではかなり大きな水産物加工品で、した。

焼き物などがあげられます。全国伝統工芸センターが伝 次に、表 1は、 1935年(昭和 10)の沖縄の工業生

統的工芸品を都府県別に紹介した資料によりますと 3)、 産額の種類別の構成を示したものですヘ砂糖と泡盛で

都府県別に、伝統工芸品の種類が一番多いのが京都府で 約73%を占めています。最も多いのは砂糖で、これだ

17点、続いて新潟県の 16点、それに次ぐのが沖縄県と けでほぼ60%を占めています。これらは統計的には工

東京都で 13点の同数となっています。京都はやはり歴 業生産額として表わされていますが、その原料は農産物

史がありますから、地域の伝統や技術に支えられた物産 です。泡盛は原料はタイ米を使っていましたが、そのほ

が多く残っていると思います。新潟県も多いですね。そ かに織物、木製品もありました。したがって、戦前期の

の次に来るのが沖縄です。この資料では北海道が含まれ 沖縄の工業生産額の大半は農産加工品であり、農業・林

ていませんが、いずれにしても、沖縄は全国的にみても

特産物の多い地域だということが言えます。

そこで次に、地場産業と農林水産業のつながりについ

て考えてみたいと思います。農林水産業との関係で、言え

ば、一般的に知られている酒類・味噌・醤油・麺類・納

豆.~貨物などの製造、それから、畜産加工、水産加工と

いったものが直接かかわっています。ここにおける関係

は、一般的には農林水産業が原料を供給し製造業(地場

産業)の側で加工・製造を行うという関係になります。

業を基盤にして成り立っていたということが言えます。

このほかにも栽培作物ではないですが、アダンを使って

帽子を作っていました。表 lのパナマ帽というのはそれ

です9)。この生産額は工業生産額の約 8%を占めていま

した。したがって、工業製品のほとんどは農産物または

地域の植物資源に依存していたというのが戦前期の沖縄

経済の大きな特徴です。

このことをもう少し具体的にみるために砂糖を例に

あげてみます。 1935年(昭和 10)の砂糖の総生産高は
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回してサトウキピを搾るものです。こういう形で黒糖の

生産がなされていました。

ところで、先ほど戦前期の沖縄の工業は農業を基盤

にしていたという話をしましたが、それに対応する農業

の方はどうだったでしょうか。同じ年、 1935年(昭和

10)の作物の作付構成を示すと表 2のようになります。

最も大きな割合を占めているのは甘藷で、す。これがほぼ

42%で、その次がサトウキピです。それから米・豆もそ

れぞれ 10%強ありました。割合は低いですが、今日に

比べるとかなりあると言-ってよいと思います。あとは麦

とその他の食物です。甘藷は直接食料です。サトウキピ

は言うまでもなく砂糖の原料、米はほとんど食料なりま

すが、豆は食料になると同時にサトウキビとの輪作作物

として地力を維持するための作物として作られました。

これが戦前期の作物構成ですが、それが戦後は大きく

表2戦前期沖縄の作物作付構成(1935年)

甘藷 I 29，616 41.5 
さとうきび I 15，500 21.7 
米 I 7，960 11.1 
豆類 I 7，539 10.6 
麦類 I 2，439 3.4 
野菜類 I 2，240 3.1 
その他食用作物 I 2，239 3.1 
工芸作物 I 572 0.8 
緑肥用作物 I 2，091 2.9 
その他作物 I 1，230 1.7 
出所:前掲、『統計にみる近代浦添』、 p.279，

表8-15より作成。原資料は『沖縄県統計書』。
は分蜜糖の製造と普及を行う工場を設置します。その場 注:その他作物には、畑以外の桑453町が

所がここ西原です 10)。しかし農家の方は依然として大半 含まれる。

は含蜜糖の生産を続けます。 1935年(昭和 10)になっ 変わっていきます。一つは砂糖が含蜜糖から分蜜糖ヘ変

ても分蜜糖は 3割合にも達していない状況でした。 わったことです。特に 1950年代の後半から 60年代に

ちなみに同じ年の製糖場の分布をみてみますと 5)、分 かけて、各地域にあった小さい製糖工場が統合され、大

蜜糖工場は 5カ所ですが、黒糖の製糖場は県全体で 4，440 型の分蜜糖工場が建設されていきます。それによってサ

カ所ありました。この製糖場の中にも在来式と少数です トウキピの生産が急増していきます。またパインアップ

表1戦前期沖縄の工業生産額の構成(1935年)

品目

工業生産総計

砂糖

酒

(うち泡盛)

織物

単位:1，000円、%

生産額 | 割合

22.296 100.0 

13，320 

3，138 

(2，854 

60.0 

14.1 

12.8) 

824 

255 

3.7 

1.1 食品
(みそ・しようゆ・
でんぷん)

木製品 I 888 4.0 

パナマ帽 I 1，719 7.7 

漆器・陶磁器 I 338 1.5 

その他 I 1，530 6.9 

出所:浦添市史編集委員会『統計にみる近代

浦添~(W浦添市史別巻~)、 pp.376-377 ，

表12-1より作成。原資料は『沖縄県統計書』。

注:生産総計と品目の合計値が一致しないが、

上記表12-1のママとした。

168，122千斤(100，873トン)で、その種類別の内訳は、

分蜜糖が 43，681千斤 (26，208トン)、含蜜糖が 124，441

千斤 (74，664トン)でした 5)。分蜜糖は糖蜜を分離した

砂備で大型の製糖工場で生産されます。現在、沖縄で主

に生産されているのはこの種類です。含蜜糖というのは

いわゆる黒糖です。含蜜糖は主に在来の製糖場(サーター

ヤー)で製造されました。 1935年(昭和 10)のその構

成は分蜜糖が 26%、含蜜糖が 74%で、現在とは逆の構

成でした。明治以降、明治政府と沖縄県は、沖縄の黒糖

すなわち含蜜糖は需要が見込めないということで、分蛮

糖を増やす政策をとります。そのために 1906年(明治

39)に糖業改良事務局という組織をつくり、その翌年に

が改良式というものがありました。改良式というのは蒸

気や電動機を動力源としてサトウキピを搾る仕組みで

す。その数は 1935年で 121カ所でした。これに対し

て、在来の製糖場(サーターヤー)は 4，319カ所を数え、

大きく言いますと各集落に、複数のサーターヤーがあり

ました。大多数は在来式です。これは、動力源としては

牛や馬を使いました。一部は水力を使うサーターヤーも

あったようですけれども、多くは馬です。馬が砂糖車を

57 

実数
Mm

一
-
L
L
 

町
一
郎

位
一
構

単
F

耕地面積
総作付面積
耕地利用率(%)

60，167 
71.426 
118.7 
---100.0 
----

ルも導入されます。ここでは細かい点には触れませんが、

1972年の日本復帰後、さらに新たな変化が始まります。

サトウキピが 1972年から 85年までは伸びますが、そ

の後は後退・停滞していきます。それからこれも大きい

変化になりますが、パインアップルが大きく後退してき

ます。パインアップルの加工場は一時期は全県で 25あ

りました。ところが現在、沖縄本島北部に 1工場ある

だけです。パインアップルの生産(加工)は 1972年に
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冷凍パインの輸入が自由化されて、外悶産との競合のlれ なかで大量生産一大量流通一大量消費という仕組みが出

で後退していくという過程をたどりました 11.12)。それか 来上がり、生産者と消費者の距離が長くなり、いろいろ

ら泡自在です。これは、戦前期から復帰までは大きな変化 な問題が生じてきました。食の安全・安心の問題もそう

はなかったですが、復帰後急増しました。 1982年から

2005年の聞に製成数量で 3倍近く噌大しています 13)。

2006年以降は減少に転じていますが、大きな哨加です。

です。そうしたことから、生産者と消費者の関係のあり

方を見直す必要があるのではないかという動きが出てき

まじた。また、供給の側である農業においても、従来、

こうした過程を経て現在の状況になります。 Jm業の近代化という掛け声のなかで化学肥料や段薬を多

次に表 3は『平成 23年度 食料・農業・農村白書，!j i誌に使う生産が拡大し、そのことが農業の生産や生態系

による資料1-1)ですが、各県の製造業の中における食品 に様々な弊害をもたらしました。そうしたことへの反省

製造業の割合をみたものです。出荷額の割合で一番向い から、もう少し農業の生産が依拠している自然のリズム

のは北海道で 32.5%、その次に鹿児島県 30%、沖縄県 や生命のメカニズ、ムに沿った食料生産に立ち返る必要が

22.4%という )1闘になります。製造業は産業分類で言えば

2次産業ですが、この三つの道・県ではその中で食品製

造業部門の割合がかなり高いです。これらの地域はいわ

ゆる日本の遠隔地です。日本の最北端の北海道、 i判の鹿

児島・沖縄です。速隔地ほど地域の産業の中で、食品製造

業の割合が商いという興味ある結果が示されています。

さらに従業者の割合でみますと北海道は 46%、711'純

は出荷額では鹿児島より低いですが、従業者の割合では

表3沖縄の食品製造業の割合(2008年)

都道府県 |金製造業に占める |全製造業に占める

出荷額割合(%) I就業者割合(%)

全国 I 7.4 13.6 

北海道 I 32.5 46.0 

鹿児島県 I 30.0 33.2 

沖縄県 I 22.4 41.7 

出所:農林水産省編『平成23年版食料・農業・農村白書』

2011年6月、 p143、表ト18より作成。原資料は経済産

業省「工業統計調査J(2008年)。

注:従業者4人以上の事業所の統計である。

約 42%と鹿児島より高くなります。このことから、製

造業の中で食品製造産業が、特に遠隔地において大きな

割合を占め、地場産業と農林水産業が強く結びついてい

るということが分かります。

このように農業と農産加工は密接に結びついていま

すが、近年の邸jきとしてさらに新たな形でのつながりが

あるのではないかという動きがあります。これは日本だ

けではなく外国でも広がりつつあります。そのことにつ

いても簡単に紹介します。

例えばスローフード 15)というのがあります。これは

ファーストフードに対する用語のようにも受け取られま

すがそうではありません。これはイタリアで始まった食

についての運動ですが、その意味は地域の食文化を見直

し、地域独自の食料の生産を消費者も含め支えながら、

かつてあった食の生産と消費との関係を取り戻していこ

うという運動です。それから、 CSAI6
)というものがあり

ます。これはコミュニティー・サポーティッド・アグリ

カルチャーといわれるものです。地域が!農業を支え、地

域と一緒に歩むということで、農産物の直売を過して生

産者と消費者が結びつくという運動です。これはアメリ

カやカナダでひろく普及しているようです。それからも

うひとつはフェアートレード 17)という運動があります。

これは特に先進国と途上国の聞における農産物の貿易の

なかで、途上国が不利な条件下におかれ農産物が安く買

いたたかれ、生産者は常に貧困な状態におかれるという

構造のなかで、途上国の農産物の価値を正当に評価して、

生産者の地位の向上を図っていくことを目指す取り組み

です。農業あるいは食料をめぐっては、今、こうした動

きがH本そして世界で広がりつつあります。こうした状

況のもとで我が国の農業の動きをもう少し児ていこうと

思います。

それは、 6次産業化という形で進められつつある動き

展開してきています。農林水産物を地域の資源として見 です。これは考え方としてはかなり以前からありました。

直していくというのもそのひとつです。すなわち、従来 当初は、 l次産業、 2次産業、 3次産業を足して 6次と

は股産物は農業とは別の流通の過程を通って原料として いう内容でしたが、現在は一般的に、足し算ではなくて

あるいは食料として販売されていましたが、それを生時 掛け算で考えられています。すなわち、 lX2X3=6

者が直接、加工し付加価値をつけて販売するという仕組

みです。こうした動きの背景としてはひとつは食の供給

と消費の関係の見直す動きが出てきていることにありま

す。と申しますのは、これまで、経済が急速に成長する

という考え方です 18)。こうした考え方を早くから提唱し

ていた今村奈良臣教授によれば、それは、現在、 2次産

業、 3次産業として展開している農産物のJJUT.や流通な

どの分野を農業に取り戻し、農業で付加価値を付け雇HJ
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をt曽やし、農村の活性化を図るというものです lへそれ こうした流れの中で、昨年、 6次産業化法という法律

が今日、広がってきてひとつの政策になっています。農 が制定されました。正式に言いますと、「地域資源を活

業経営の中では古くから多角化という考え方がありまし 用した農林漁業者等による新事業の創出等及び地域の農

て、農作物を生産するだけでなく、それらを加工し、販 林水産物の利用促進に関する法律」という長い法律名で

売するということがなされました。しかし大量生産と大 す。通称 f6次産業化法」と呼んでいます。どういう内

量流通の中でそうしたやり方は困難になり、経営の単一 容かと言いますと、法律本文の目的の説明は長いですの

化が進んできました。しかし、その中にあっても農業改

良普及事業の中で、特に生活改善普及を担った皆さんが、

各地域での特産物を加工して、新たな製品を生み出すと

いう活動を継続させ努力を積み重ねてきました。

で、農林水産省がその普及版として作成したパンフレッ

トから要約して紹介しますと、「地域資源を活用した農

林漁業者等による新事業の創出等に関する施策および地

域の農林水産物の利用の促進に関する施策を総合的に推

そういう過程を経て展開してきたのが6次産業化の動 進することにより、農林漁業等の振興等を図るととも

きだと私は理解しています。そして最近では、それらが に、食糧自給率の向上に寄与することを目的とするJ20) 

さらに展開して、農家レストランや農家民泊といった事

業、これらは農業生産関連事業としてまとめられていま

すが、こうした事業も広がりつつあります。

これに関連して而白い資料がありますので紹介したい

と思います(表 4参照)。昨年、沖縄県の農業改良普及

となっています。少し分かり難いですが、要は、この事

業には大きく二つの柱があり、一つは地域資源を活用し

た農林漁業者等による新事業の創出を行う場合、それに

対して国が支援を行うということです。これがいわゆる

6次産業化ということになります。新事業というのは農

事業 60周年を記念した講演会がありました。そこで東 林水産資源の加工・販売を行うということです。二つ目

京農工大学の野見山敏雄さんの講演のなかで紹介された の柱は地域の農林水産物の利川を促進するというもので

資料です 19)。これは全国の女性農業就業人口のうち起 す。それを地産地消の仕組みのなかで進めていくという

業に参加した割合を示したものです。ここで起業という ものです。これらはすでに沖縄でもいくつかの間体が、

のは自分で事業を立ち上げたということですが、女性農 取り組みを始めています。

業就業人口 100人当たりの女性起業数は全国では 0.54 6次産業をどうみるかということについては、別の意

カ所ですが、沖縄県は長崎県の1.47カ所に次いで1.43 見もあります。それは、 6次産業化が進むことによって、

カ所とかなり高い値です。さらに個人経営だけをみると 結果的には、農業が、工業や商業に取り組まれ吸収され

1.16カ所と全国で織も多くなっています。これは沖縄の

農村女性の企業活動の活発さを示しているひとつの資料

だと思います。これからの 6次産業の展開を考えるうえ

で、参考になると考えられますので紹介しました。

表4都道府県別女性起業数(2008年)

女性農業

就業人口

全国 1，788，192 9，641 0.54 

長崎 27，055 397 1.47 

沖縄 11，697 167 1.43 

愛媛 33，877 364 1.07 

大分 28，920 295 1.02 

石川 16，983 155 0.91 

山口 27，011 246 0.91 

福井 20，281 184 0.91 

秋田 48，805 424 0.87 

山形 42，943 349 0.81 

佐賀 27，989 226 0.81 

ていくのではないかという懸念です。工業や商業が展開

していくと、より安い原料を地域外から求めるようにな

り、結果として地元の農業は衰退に追い込まれていくの

ではないかということです。これについては、 6次産業

100人当

たり

4.076 0.23 

219 0.81 

136 1.16 

158 0.47 

157 0.54 

98 0.58 

35 0.13 

37 0.18 

123 0.25 

196 0.46 

47 0.17 

化というのは、あくまでも農林水産

業者を主休とし、農林水産業の発展

を目指すということを明確にしな

ければならないことになっていま

す。先程お話しました 6次産業化

法の中でも、直接使うのは地域の農

林水産物であることが要件になっ

ています。地域の農林水産物でなけ

れば、支援の対象にならないという

ことになります。こうしたことを、

理念としてもきちんと堅持して進

めていけば、農林水産業の新たな展

聞につながっていくと思います。

出所:野見山敏雄「おきなわブランドが輝く産地育成と6次産業の展開J 以上、これまで話したことを簡

(W平成22年度地域課題解決研修』沖縄県農林水産部営農支援課、 単にまとめますと、一つは、農林水
平成22年11月2日)より引用。

産業は、全問的にそうですが、沖
原資料:農林水産省経営局人材育成課、 r2005年農業センサスJo
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純では特に歴史的にも地場産業と深く結びついてきまし

た。しかしこの関係は、いわゆる市場原理経済なかで、

大量生産が拡大し、地域の伝統や独自性が消えていきま

した。しかしそれに対して最近、大量生産・大量消費に

対する見直しが、国内だけではなく、国際的にも広がり

つつあります。それは地域の伝統の産業は地域の文化を

構成する一部であり、それも含めた新しい価値の見直し

が今進みつつあることを示していると思います。農林水

産業と地場産業は、かつてそうで、あったようにそれぞれ

の特性を生かして結びつくことによって、それぞれが支

え合う存在になってくるのではないかと考えています。

そうなるためには、農林水産業と地場産業が、連携しな

がら地域をつくるという視点と仕組みを作ることが必要

だと思います。そういうことを踏まえて展開していけれ

ば、新たな地場産業と農林水産業の連携につながると思

います。それがひいては、農林水産業、地場産業それぞ

れの活性化、そして地域の活性化に繋がっていくのでは

ないかと思います。

以上、時間をオーバーしてしまいました。この後また、

3人の講師iのお話があると思います。この後、シンポジ

ウムが予定されていますので、ご質問等がございました

ら、そこで補足したいと思います。清聴ありがとうござ

いました。
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/fairtrade/ 

18)今村奈良臣「女性パワーで農業の六次産業化の推進

をJ(Lf'21世紀の日本を考える』第 9号、 J1!!山漁村文

化協会、 2000年5月号)。

19)野見山敏雄「おきなわブランドが輝く産地育成と 6

次産業の展開-普及指導員の役割IJ-J(沖縄県農林水

産部営農支援諜『平成22年度 地域課題解決研修』
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20)股林水産省 i6次産業化の推進について」
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付記

本稿は、 2011年 11月 18日、西原町中央公民館で開

催された琉球大学農学部地域貢献シンポジウムにおける

講演を基に加筆・修正したものである。

司会者:先生ありがとうございます。先生には、今日は

お話をじっくり聞きたいということでゆっくり話してく

ださいとお願いしておりました。先生のお話いろんなこ

とがありました、食文化ということ、やはり食べることっ

ていうのは生きる原点ですよね白食べる楽しみもない人

6)仲間勇栄「林産物の生産・流通・加工J(Ulql縄県民林 生だと実にはかないです。今日、昼の準備中に思ったん

水産行政史Jl第7巻、 1989年)所収。

7)知念正男「水産業・戦前期J(fi沖縄県農林水産行政史』

第8・9巻、 1990年)所収。

8)沖縄県経済部水産課「沖縄の水産現況J(1939年)(u'沖

縄県農林水産行政史』第 17巻、 1983年)所収。

9)沖縄タイムス社、『沖縄大百科事典」上、下、 1983年。

ですけど、日本って豊かだなと。というのは、和・洋・

r!:1の食が一週間で、ず、っとまわってくるということです

ね。こういう食文化って世界ではないと思います。お肉

だけ、パンだ、けっていうことはあるんですけれども。毎

日食事が違う、朝昼晩も違うというのは多分日本の伝統

であると思います。そこには文化という背呆があるん
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じゃないかということを11(1示してるんじゃないかなと以 さんを止めながら、 JJ~いて作ってきた・一。 私ども始めた

います。先ノ1:.から 6次政栄というご叫来がありましたけ 11.'fから 2012伴、米作までは叫人WIでございます。初め

れども、小さいい|で資源がないい，1ですからそういうmで てのイr:に初めての木をがiえて、そして初めての製品を作

凶1Jf.1していこうというのはこれから引き知るための作戦 る。米作まではj実情などをあげていこうというこ とで、

ではないか、戦附ではないかなという峨なお，[1;だったの 今年はフランス、来年はイギリスの紅茶のプロに認めて

ではないかと込{し、ます。木、''1に先生ありがとうございま もらうのが明みでございます。それを紺刊させていただ

す。 押さん柿 fにおH~ りのん・はお披れかもしれません。 きます。

心;ったり}~~った り、 ちょっと hlのばしたりと、(本をリ ラッ

クスしてくださし、。

{'I'!山先生のお話の続きですけども、後ほど、総作;~\L~命が

あります。先ノnこご白川あるJjは、どうぞ白川川紙にお

，!?きください。よろしくお前lいします。

司会者: 続きまして、一般公ちiHこ人ります。まず内川利

子様でございます。

則(1:、株」ーに会ト1:1111制ティーファクトリーの代去をさ

れております。ffipjl.(こごJiilJ併を紹介します。)1ど1:.は、 嗣

1:t.1でおと1:まれになり、スリ ランカでえ1!命的な/1¥会いを経

験されて、大変すばらしい光;止に合われたということで
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沖縄ティーフ ァク トリー内田智子氏

す。そこでで‘、 いろいろ勉弛強1され、 |什! イ本': 1げ仙向fh川'Jけ愉l山1\をf引判I-! ~止当j さ l'洲沖'1中|ドl制と主紅[茶が4全そく f車私糾紡:HJ山EJ山ltiひ.つカか、なしい、、 よく 「え ?Jつて言

れております。1ω995{作|ド宅可lにこここiれ沖"巾|ドl純に移つて、 t糾紅1:茶の輸 われるような白尚:'fj仏引1J』1UV川l川J1Jh'1lで、す。わたしはM問H

人l版版完j業定を |日問j品別即i日附lドl始治されております。 2000 イ句!ド〈に iれ川沖"小|ド1制でで、品紅[~茶i炎ミ R尚百卜N社1:にいまして、 みんなの前でで;{や111防カか、やれと戸弓1われたとき

午生}比1マ注I花:を IJ附;井別~I似k始fhiされ、 2004 {年ドに|い川li付ilJ沌1屯E引?催誕五良H:糾紅:1:力茶5tJt1J

そのl汀市7百iの~I生J:.jJ'(i.を 1m附されました。 2009 年にこの成本か もらいました。l.ti初はニューヨーク、そのあとカナダ、

らテス ト型i告を開始、 ジ、エ トロの海外愉/1'，脱出企業に，ig そして芥港、イタリアで貿易をしてきて叩き込まれたの

定されました。また、同年、必必新仰の伊勢nデ.パー ト が、 fl-f.jアフリカがダダ.イヤモンド取れるのになぜt貧Iしい

のf糾紅:1北l[.;茶1花ミV2ジ光'U己りJル切L幼jで、H似i.h!i:定iとD版版〉先Eされ、 l車新iザ折f行f製1Jん川川1hV川l"J1J山I1lながら()印)1抑)'川、'1セレ カか、t知知11'?つてるか。JJ版Rイ行iのまま売るカか、らただ、。いい原イμiを見つ

クシヨン 「オンリ一アイJ11前尚:'fj1'山1

の{他山に多数ごご、ざいまして、|人1mうt'1 :のご~b~泌をお1Y!~いし だけいろんな加r.をするrmに儲かるのでそうしろ」と。

た11年、随分いろいろマスコミの取材または外でのご¥iJ1Hii だから、 1"1制で紅茶ができるという ことそ見つけたH制こ、

と'TIなっていましたが、今1"1お却させてもらうというこ すべてitll制で)1111'.して、出き kげて、それこそダイヤモ

とで、今11のお話はilll制紅茶のポテンシャルすなわち(11Ii ンドではないですが、itI1制から11'，すことができたら、私

(1((という、 11からうろこのおぶ 一、 では、先'1;.よろしく

おW!iいします。

内田氏: 特様こんにちは。はじめまして、itll制ティーファ

クトリーのl人IIト|とIjlします。ご*fl介f.nきま したように、

の人'1-:にとってもぷ附らしいなと思い、取り組みま した。

i"l制の「紅茶物，il1JとJI持Tに討っておりますけれど、そ

れをごy.IJ告させていただきます。

この引業は 3つのキーワードで始まっています。

lつは1111都uが紅茶の生})'(Hこ過するという条件です。こ

I'!I制で紅茶を作るといいものができるということに試が れに%が付いたのは、たまたまitll純に米た11制こ、 今帰仁

川き、J.li~J)に紅茶な作ったのは 2000 年です。その1I.'iの のパイナップル知lの~.ïi)こ る<<:.い |二を見つけました。 私は

紅茶はおいしくありませんでした。i"l制にある日正μのJJ;i 7111制に米るliijスリランカのファクトリ ーの方でティーテ

料で('1'るとおいしくなくて、それを必ることはせっかく イスター、味の鍛定と、その1¥去を組み立てて商l同化する

適する産地なのにdj t~/}の{，i 111を失うということを巧・えま プレンダー という仕引をしていました。そのブレンダー

した。あえて必り急ぐ出家さんにこれよりおいしい紅茶 をしているとき、沖制にご紙があり、れ11制に出張に行つ

は|世界にたくさんある。1[11'(、(このままだと)耐JIllと て、スリランカに射るliijに風邪ひいたかなとjAって病院

して{JIIバ'11'(がないと汀わせていただきながら光り急ぐ出家 に行きました。そ したら、初めての子供を般かっていま



62 琉球大学般学部学術報告第59号 (2012) 

した。 29歳の時です。沖縄で、オキナワンベイピーを

授かり、大好きだ、ったスリランカに住めなくなってしま

いました。スリランカは予防接種が普及していないため

に5歳までに 7人に l人がなくなるという高い死亡率で

は全部同じ木からできると良くきかれますが、商品に

とって原料の性質が重要です。小麦粉で、言うと、うどん

とフランスパンが同じ小麦粉からで、きます・-のような

話で、品質を問われておりません。現実に、 IEI種の登録に

す。小さな子をスリランカで育てられない。それで本来 おいても日本が農林一号から登録されているお茶の品種

福岡に帰るべきだったのに母に叱られました。私は外国 は、緑茶向きは緑が連想する「おくみどり」などが命名

が好きでしたので、日本語の通じる外国、沖縄で紅茶の されて、赤が連想される「ベにほまれJrもみじ」など

仕事をしようというのが、当初の沖縄にきた理由です。 は紅茶用に開発されたものです。品種の前の!京極のご説

紅茶の仕事をしようと思った私が沖縄にいるのを知っ l別もさせていただきます。世界にあるお茶の水は大きく

て福岡の友達が遊びに来てドライブ、に行ったら、今帰仁 2つに原種が分かれていて成木になると姿かたちゃ成分

のパイナップル畑で赤い土を見ました。この赤い土の怠 が異なる写真です。右側の木は中国で原積の、寒さに強

味を私はスリランカで聞いていました。神様しか作れな くて暑さに弱く、葉が小さくて重なり合って紫外線を避

い紅茶の土だぞ。痩せた土で適する木を植えたら抗酸化 けるため緑茶に必要なうま味成分が残る木。 II:ijかつて左

作用でアロマが出ていい原料になる。スリランカの古い 側の木が、高さ 15mくらいの大木になり葉が大きく紫

名前は「セイロンJ、皆さん紅茶のブランドでご存知だ 外線を受けて苦くなる紅茶に向く成分が作られてそれぞ

と思いますけれど、セイロン島のセイロンの意味は、古 れを原料に加工することと違う成分であることが用途の

いポルトガル語とスペイン語で赤い土という意味で、すo 適正を分けます。

肥沃な土は人聞が改良してできるのに、この赤土は人間 沖縄に適する木があるというだけでは、世界の市場

が作り出せない。だから価値があるという。スリランカ にチャレンジは出来ないでしょう。でも、日本の農林ー

の山で、このことをシンハリ諸で、言っていたのを党えてお 号がインドのアッサム種であり、古い DNAを持つ紅茶

り、ここはすぐ紅茶ができると思いました。 品積の存在を知ったときに「沖縄のための木だ」と思い

自宅に戻り、地球儀を指さして、アメリカから左にまつ ました。見つけた時に、これがどんなに貴重なもので沖

すぐ行くと沖縄は緯度がマイアミと一緒です。沖縄を通 純にとって優位なことかはまだ気がついてはくれません

り過ぎて左に行くと、限界ーの紅茶の生産地で紅茶の木 でしたが、私は長く紅茶の仕事をしてきたことで十分理

のふるさとであるインドのアッサムと沖縄の緯度が一緒 解できました。それは、茶の木は自分で在来種になって

だ、ったんですね。沖縄は小さな島なので、海からのミネ

ラルが豊富。スリランカの山ではミネラルを得るために

ゼラニウムに塩を吸収させて撒いていたのを見ていまし

たので、沖縄には全部あるんですね。世界中の紅茶を扱っ

雑符iになる性質だからです。だからこそ 100年近く前

のDNAが 100%残っているこの木がインドにも存在し

ない、ましては国家レベルの保証はないはずです。その

昔、日本が鎖国をといたあと明治政府が紅茶を作り産業

てきたので、どの産地がいいか、仕入れる側としてわかっ にしようとインドから持ってきた木がそのまま「ベニホ

ております。大事なのは北緯 30。から南。日本の中では マレ」となり植えられたのですが、暖かさを好む木は日

沖縄県しか入らないです。鹿児島でも市場化できないこ

とが沖縄でできる。これは様々な角度からお話がありま

本にはそのままでは適応しなかったようで日本中でテス

トされても良質な紅茶はできませんでした。その後、調

すが、実は最低気温が重要です。紅茶の新芽をとった時 べるにつれ、明治政府が外貨を得ょうとした理由もわか

に葉の中に紅茶原料と必要な成分がたまる為には、最低 りました。今で、も世界で飲まれている飲み物の一位が水、

気温が大切だと言うことです。だから紅茶原料を得るに 二位が紅茶です。緑茶やウーロン茶は水質のよい場所で

は北緯 30。より南。ミネラルが豊富で痩せた土地で紫外 ないと評価されない性質のため、明治政府も緑茶とお米

線が多い環境で、最低気温が低くならないこと、これに の固なのに紅茶を作って輸出をして外貨を得ょうとした

条件がすべて合うのが沖縄だと気がついたのです。その んですね。ですから農林一号がインドから来たベニホマ

ままの沖縄でできる産業であることも大きな理由で、し レだ、ったそうです。ただしベニホマレは暑さに強くて寒

た。 さに弱くて巌低気温がないといい原料にならない。そ

次に見つけたのが、日本が持つ優良紅茶品種でした。 れで静岡で作られ、四万十川などに次々と南下して、失

元国立紅茶研究所のある鹿児島の枕崎で初めて本物を見 敗してた服史から「ベニホマレ」を育てるなんて言った

ました。古い紅茶に適する苗を日本はすで、に持っていた

のです。原料のお話しになるとウーロン茶、緑茶、紅茶

ら、気が狂ってるとしか思えないと言われました。誰に

も理解できなくても、私の知る情報ではすごく魅力があ
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り、これまで沖縄でちゃんと商品化までのテストされて

いないと聞きました。静岡からだんだん南下していった

紅茶研究は少しでも南ということで鹿児島の枕崎に国立

紅茶研究所が置かれ戦前は台湾で製造輸出された国産紅

る。お互いがぶつかると相殺されるんです。誰か解らな

くなって個性が失われる。個性をぶつけずに組み立てる

という仕事なので、ブレンダーのいる紅茶の会社では同

じパッケージで販売され、風味にお客様が付きます。そ

茶が世界に輸出された記録もありました。そんなこれま うではない会社は風味が同じに出来ないので、パッケージ

での歴史も紐解き、沖縄がもっそのままの環境と、この を変えなくてはいけない特徴があります。紅茶業界には

ベニホマレを中心とする原料生産を軸に高品質の紅茶生 ハードユーザーである顧客を裏切れないシビアな世界で

j監を計画したのです。現在は、ベニホマレに加えペニヒ

カリ・ベニフウキの3品種を県内の委託農家さんに植え

わたしはここで仕事をすることが好きです。

お茶を作る話で、緑茶は茶摘みして、すぐ加熱して酵

てもらっております。ここから取れる原料に私どもの知 素の動きを止めたあと抽出している。紅茶は茶摘みして、

識と技術で、良いものを作って世の中に出す。これが私た 萎らして飲みやすくして、葉っぱの外と中の成分が違い

ちの事業の基本になっております。 ます。はっきり申しますと、良い緑茶の畑では良い紅茶

私の仕事について、ご説明させていただきます。この、 は絶対できなと確信しています。これをいうとよく怒ら

白いカップはテイステイングカップと言います。世界中 れますが、緑茶の畑にはアミノ酸が必要です。堆肥を入

の紅茶は流通するときに必ず、同じ条件で並べ飲み比較 れて、虫がでるとアミノ酸が減るので農薬をかけます。

されます。ですから、カップの中にすべての努力が現れ 紫外線を受けると同様にアミノ酸は減るので、静岡などで

てます。努力することも一生懸命することも当たり前で、 は、茶摘前の茶畑に布をかぶせて遮光して作る。それが

私どもの理論や考えがすべてうまくいくと品質の良い紅 すべて逆なのが紅茶なのです。おかげさまで紅茶は、今

茶ができるだけです。で、も他の産地と並べてなにか不足 現在、沖縄で有機栽培を無農薬栽培され、うんとストレ

な部分があれば用途がちがうので鑑定する道具が統一さ スがかかるぼさぼさ畑に見えますが、これが私が知って

れているのです。ちょうど今年で紅茶の仕事をして 20 いる良い紅茶原料の畑です。お客様が来たときに、畑を

年ですが、飲むだけで、産地も標高も、品種も一通り記 ご案内することもありますが、静岡の映像を想像されて

憶にあります。むかし、スリランカでわたしにとって事 「どこが美味しいの?Jと。岩だらけだったり、変な崖

件がありました。サンプルを試し、注文して届いた紅茶 のところだったり、立ち枯れがあって、かっこ悪い畑に

がサンプルと違ったという案件でしたが日本の取引先は が実は良質な原料でおいしい紅茶ができますロ製造時に、

品質の違いに気がつかないので、クレームもありませんで まず茶摘みして加熱して形成させるのが緑茶。紅茶は最

したが、私は気持ちが治まらず、そのストレスを他のス 後まで探んで、リンゴの皮をむいたように空気に触れて

リランカ人に話すと「人のいうことを信じたのか。自分 黒くなって紅茶になる。その聞がウーロン茶です。よく

の口での評価が信じられないんだったらこの仕事はやめ 中国茶という言葉がありますが、中国茶は緑茶から紅茶

た方がいしリといわれました。それ以来、評価を自分で まで全部カバーしています。緑茶と紅茶の闘がウーロン

出来るようになるプロになりたいと訓練してまいりまし 茶ですから、ウーロン茶はl隔が広い。緑茶とウーロン茶

た。また、流通についても学びました。鑑定した紅茶を にない成分で、紅茶はタンニンが生成されます。タンニ

流通させるときにバーコードがつけられます。パッケー ンがあることで、重たい食べ物を食べても口がリセット

ジの表と中身が一致していることで一つの番号のパー するのです。紅茶の価値をすべて決めるのが茶の品種と

コードをもらえ、バーコードナンバーを付けないと大手 栽培環境と加工方法。この3つしかありません。紅茶を

の流通には乗らないのですが、原料としての紅茶は毎回 作っているけど、紅茶の産地っていわれない産地がいっ

作るたびに味が違います。ですからオークションという ぱいあります。例えばインドネシアのキャメロン高原な

ところで原料が売買され、どこかの茶園で、あっても、製 どは広大な茶畑が列車から見渡す限り見えますが、この

造日が同じでも何個ものロットナンバーがついて売買さ 産地は紅茶の産地とは世界に知られておりません。ブレ

れます。有名な茶園の紅茶があっても、ロットナンバー ンド用の産地だからです。紅茶の産地と言われるのは、

の違いが風味のちがいですので誰がその紅茶を仕入れた その土地独自の風味が必要で、その風味を持っていると

のかで用途が変ります。そして、選んだ複数の原料から 世界に向けて産地だと個性を発揮できます。農業には量

プレンダーが風味を組み合わせ商品化します。ブレンド か質しか方向性がないとしたら、量は絶対的に大きいと

の技術は面白くて難しい。最初に習うことは、すごくお ころが勝つと思います。でも、質だ、ったら自分でマーケッ

いしい紅茶を 1: 1 : 1で混ぜ合わせると色っき水にな トのポジションが取れる。それで、日本の中の沖縄で、

63 



64 琉球大学農学部学術報t!? 第59サ (2012) 

沖縄の中でうるま市から上の痩せた赤土の国頭マージ。 がよくないか、全部調べました。それぞれいいところも

そこで作る価値を最大限活用することを考えましたが、 惑いところもありますけれど、ダントツに紅茶の方がよ

最初そこには苗がありませんでした。ベニホマレの苗が かった。それは産業として説明できると思います。お茶

なかったので探して枕崎にあると聞き、当時国立試験所 の木はスリランカでは規子 3代の財産といわれ、約 100

時代に、 5、6本の原種だ、け残っていて、ここから 30個 年持ちますので、私どもが死んだあと次の代にもつなが

苗をもらって、それを2年で 1万本まで増やしてもらい る財産だと忠って仕事をさしていただいております。社

ました。ここからは万本の苗を挿し木で準備して、そ 員 3人しかいない小さな会社ですが、いろんな方のお

れを沖縄に持ってきて自分の畑ではなく産地になるょう かげで仕事をさせてもらっていて、それが私たちだけの

にと沢山の方に配りました。失敗も多いのですが方法が 幸せではなくて、みんなの幸せにちゃんとつながるよう

見つからず、このような方法をとらせてもらっています。

最初に沖縄で植えたのはうるま市でしたが、うるま市の

ものは俺か半年で枯れてしまいました。さまざまな要因

が考えられましたが、一つの畑で枯れてしまっていまし

た。思い描いていたものが枯れたショックで、胃に三つ

の穴が開いていました。それで点滴打ちながら考えたの

が、ワンちゃんが大好きなお友達で、いっぱい犬を飼って

いる人がいて、その人になんでそんなにいっぱい飼うの

と聞いたら、ヵ、わいがっている一匹が死んだら耐えられ

ないから。その話を思い出して、持っている苗を全部沖

縄に提供し、一つの畑で枯れたり、一本二本枯れた事で

いちいち悲しんでいたら前には進めないので、ある程度

のボリュームで一気に苗を投入する市町村で日本一のと

ころを探しました。 恩納村など東シナ海側などの夕日が

に、どういう風にスキームを組むと効果があるかという

ことで進んできました。それを調べながら見つけました

のが、沖縄は紅茶が美味しい。これはこじ付けではなく

て本当なんですね。まず高級茶ほど東京で飲むより沖縄

で飲む方が美味しいです。沖縄は、日本で一番イギリス

に近い水です。イギリスはお水の硬度が高くて、そのま

ま飲料水として使えなかったから、紅茶を大量に飲みま

す。水は硬度が商いと、タンニンとマグネシウムがくっ

ついて色は泌いけれど、風味のスピードがゆっくり柔ら

かく出るので、ポットに入れっぱなしで飲む。日本の東

京のお水だ、ったら、結合ステートの変化で色は薄いです

が、味と香りはすごく出るために、ちょうどいいところ

で引き上げないと背くなります。イギリスに近い紅茶を

日本で飲むなら間違いなく i111純の水道水で、す。昨日も浄

当たるところより、朝日が当たるところの方が私が調べ 水器メーカーの方が:汚いてくれとコメント求めていまし

たデータでは紫外線量が年間 15%多かった。それがタ たけれども、残念ながらその水はよすぎ、て紅茶に合いま

ンニンの合成につながります。金武町というところがミ せんでした。もう lつ、お菓子の「ちんすこう」。これ

ネラル豊富な水を持ち、興味を持ってくれる産業振興課 もこじ付-けではなくて、イギリス人の友人にプレゼント

の方もいて調査するとココが日本一の産地だ、と思い、証 するとイギリス人は、どうしてイギリスのお菓子が沖縄

明するために静岡と鹿児島の育種研究者の先生方にお越 にあるのって。ちんすこうの原料は、小麦粉とお砂糖と

し頂き確認に来てもらいました。ある先生が「日本が ラードですよね。そっくりなお菓子がイギリスにあって、

100年かけて国産の高品質な紅茶を作れなかったので、

沖縄でできるなら僕は役職がなかったら引っ越してきた

しリと言っていただき感激されました。さっそく、ここ

が日本一だよと金武町役場さんにも報告をさせていただ

ショートブレット。ショートブレットはバターと小麦粉

と砂糖。バターの前は牛の油だったんです。牛と豚の違

いだけで、本当に紅茶のお供です。つなぎを入れていな

いのが本来のちんすこう。つなぎを入れるとクッキーに

き喜んでいただきました。この紅茶をず、っとやっていく なるんですけど、ちんすこうを頂いて紅茶頂くと、かま

のに、前の歴史も日本の歴史も、すべてがこの紅茶の強 なくても溶けてぱらぱらと戻ります。のどのつまりがな

いバックボーンです。尚.品を作るときよく物語が大事だ

と言われますけれども、とってつけた物語は、お客様聞

き飽きているんですね。今インターネットの普及で、売

る側の情報提供よりも、買う側の方がもう情報を持って

いる時代ですので、歴史がパックボーンである物語を持

つ商品は大変強いのでそのままの事実を物語りに商品に

使っております。様々なことを実際に仮説を立てて挑戦

して結論を出す。本当に紅茶がいいか、ココアの方がよ

くないか、ウーロン茶の方がよくないか、コーヒーの方

い。お水があってお菓子があって、もう一つ極めつけが

牛乳です。 i中純は暑いところなのに低温殺菌午乳が普及

しています。 '-1二乳を1:1:¥荷するときに殺菌をする方法、高

温と低淑と二つありますけれども、低調の方がヨーロツ

パのミルクティーの牛乳なんですね。アメリカはこの牛

乳を売っちゃいけないために、ミルクティーを飲まずに

レモンティーを飲みます。この牛乳が、北海道に行った

ときにさぞいい牛乳があるんだろうと d思ったら、低温殺

菌がなくて高温殺繭午乳ばっかり。東京や大阪で仕事す
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るときも、デパートやスーパーで探し回らないとこの牛 から、品質が伴わない原料は成長するまでのあいだブレ

乳がないのに、沖縄はスーパーで、普通に売ってるんです ンド原料にさせてもらいました。セカンドブランドの位

ね。この午乳があるとイギリスやヨーロッパで、飲むのと 置付けで輸入紅茶とブレンドしたブランドを作っていま

全く同じミルクティーが飲めます。これに私どもが提案 す。ブレンドを作ると混ぜ物だとか、輸入で紅茶をして

する苗で紅茶を作れば、沖縄は紅茶が美味しいというこ いるとの誤解がありますけれど、私たちには大きな賭け

とができるのではないかと確信しております。 のようなチャレンジでした。私が輸入紅茶を使ってブレ

生産者のメリットですが、緑茶の場合は紫外線が…と ンドをすれば安くておいしいものができる。そのあと出

いうことで年に 1、2回農薬が…ということですけれど 来た沖縄の紅茶がこれよりおいしくないとおかしなこと

も、紅茶は合わせて 5回と言われております。茶摘みで になってしまう。沖縄 100%の紅茶がちゃんとできるか

考えていくと年に 11回ということになります。実際に どうかは、本当に木が成長して作るまでは誰も確認でき

昨日茶摘みして今朝持ってきたものですけれども、 3月 なかった。やれるだけやろうということで進め、結果が

から 11月まで作ります。あとは最低気温の問題です。 100g一万円という商品まで 10年以上かかりましたが成

この同じ木が静岡や鹿児島にあっても、最低気温が高く 長することができました。今年も昨日でご予約だけで完

ないと成分が新芽に残らないので、その時期は推定です 売いたしましたけれども、こちらの値段で販売L続けい

が静岡だったら年に 1.......2回、鹿児島だったら 2.......3 ております。商品の「月夜のかほり」の新発売は伊勢丹

回ですから、収穫回数ではるかに沖縄が上回ります。ス 新宿本自の紅茶のトップ売り場でしたo 4、5年ぶりに

タート時に、最高の紅茶をまず作りましょうと手での茶 見えた朝日新聞の記者の方が、言った通りになってるつ

摘みをお願いしましたら農家さんは全員そんなこと絶対 て指さして笑うんですけど、私たちの仕事は苗を作った

にやらないとおっしゃるんですね。きっぱり断られ途方

にくれましたが、そのとき金武町の町長さんか、そんな

ところからノンストップなんです。決まっているんです

2--3年先が。 2年前から苗を作らないと来年の苗はな

に言うならスリランカに行って児て来い言われ予算を下 いですから。その苗を作るリスクを今うちの会社が全部

さって役所の方と農家の方と私とで一週間スリランカに 負わしていただいて、もし失敗した場合も翌年は無料で

行きました。スリランカに着いて、茶畑の地帯に車で入 荷を提供しています。失敗した農家さん必ず学んでいた

り3時間以上走ってもまだ茶畑が続いているんです。そ だいているので、活着率は必然的に高くなります。

の3時間走った茶畑を通り過ぎた時に rr帰ったら手摘み

しよう」とはじめて言ってくれました。量では負けるこ

とを倍ってくれたんですね。量で、戦っては絶対にダメで

あとは目指してるマーケットです、これ一般的なデー

タですが、お茶自体の市場が日本では約 l兆 4000億

円。その中で紅茶が約 700億。ただし重要なのが購買率

す。質で行かないと。それをスリランカに行ったおかげ です。 100人に何人の人が紅茶を買うかですが、普通の

で、分かつてくれましたので、農家さんは手摘みしてくれ スーパーでは 100人に 3--4人しか紅茶買わない。でも、

るおかげで思い描く紅茶を作らせて貰っています。この 市場が違う高級デパート、スーパーに行くと 100人に

原料を全て商品化して販売・ PRするのが私の仕事です。 10人--15人買ってくれるんですね。だから目指すマー

苗は提供し原料すべて買う約束しております。その原料 ケットは高級じゃないといけないんだと分かりました。

を商品化するときに大事なのが、市場のどこを狙うかと 沖縄は高級が少ないので、最初から全国規模で高級なブ

いうお話を農家さんにもしております。値段は高い層か ランドでマーケットをしようということで進めてまいり

低い層か。国産と輸入がある。世界中の良い紅茶は日本 ました。この計画、2006年からずっと乙のまま経過して、

市場にありお安い紅茶もあるなか、国産紅茶が全国で取 来年はイギリスに行くことが決まっております。幾度も

り組まれています。全国 200社ほどあるようですが、紅

茶専門の会社が手がけるのは私ども沖縄ティーファクト

チャレンジをしてまいりました、そのひとつが今年のフ

ランスでのプレゼンです。プレゼン先は写真の通り、彼

リーの 1社のみです。ですか、本当のことが知りたい方 はフランス紅茶協会の会長です。 5代目の紅茶専門会社

が私どもを訪れてくれ取材をして下さいます。 の当主で、彼にテイスティングしてもらいました。また、

私たちが、沖縄の産地としての成長を考えて目指すの 美食ガイドブ、ツク出版会社にも行きました。日本ではミ

は国産高級紅茶です。マトリックスの表にも見えるよう

に、あの層には誰もいないんですよ。あれをやれば自分

たちで値段を決めて価値を作れる。ただしあれをやるに

は、品質と信用が重要でいきなり良いものはできません

シュランが有名ですが、ミシュランよりうるさいと言わ

れている、ピュドロという会社がありプレゼンすると感

激してくださり、そこのパーティーにご招待していただ

きました。 世界のフード・ジャーナリストなど 500人の
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集う場所で、のプレゼ、ンに沢山の方カ、ら「ファーイースト、

新しい紅茶産地の誕生!Jと喜んでいただき日本の南の

島である沖縄で素晴らしい紅茶ができているということ

で記事になりフランスで掲載されました。

私は沖縄の新しい価値として紅茶の仕事をできるとこ

ろまで進めて行きたいと願っております。しかし、ティー

テイスターとしての期限がありまして、今のオールマイ

ティーな仕事は 60歳までと言われております。私今年

45歳で、あと 15年しか使えない。この 15年の|剖に、

私が持っている技術を沖縄に伝えて、柏えた木が価値と

ともに生きていけるようにするのが私どもの夢で、うち

い話だなって感じがします。お茶だけは世界どこでも飲

める、アルコールに関しては飲まない宗教もございます

けど、お茶に関しては世界どこでも飲める。しかも紅茶

の話三大紅茶っていずれもアジア、しかも暖かいところ

が発祥ということは、我々沖縄にとってもチャンスとい

うことで、勝手に私決めつけたんですけど、紅茶の紅と

いうのは別名紅型の紅とも読みますし、“びんちゃ"と

いうのは、沖縄では茶になるかもしれません。素晴らし

い話で、今日また総合討論の時間もございますので、い

ろいろ聞きたいということもありますし、先程皆さん、

キーワードにもありました、いままでスケールでいくと

のスタッフや農家さんたちの願っていることです。 大きいことは強いこと、いいことの対義語で…その逆と

最後に、見ていただきたい映像があります。実は、私 いう小さいことはいいことだという、強みもあると教え

どもの取材は全国区が多くただ取材を受けるだけでは怠 てくださっている様な感じも致しました。ちょっと勝手

味がないので信頼の出来るマスメディアさんに、毎月 l ながらここで、休憩入れまして、 5分ちょっとお休み取

本だけお願いするルールをもっております。そのなかで りたいと思うんですけれども、よろしくお願いいたしま

テレビは基本 l本だけとしております。初めて沖納庫紅 す。

茶が欧州で評価を受ける瞬間を沖縄の皆様にも見ていた 休憩

だきたかったのでパリに同行いただいた映像です。お恥

ずかしながらですが、ご覧ください。 司会者:そろそろ始めたいと思います。一般公演のお 2

ここで VTRが流れる。 人目なんですけれど、も、友寄恵様、現在青い海の営業聞

これが私どもが今まで取り組み評価をいただいたもの 発主任を担当されております。友寄さんは 1999年農学

です。先生おっしゃったように、産業の基官接が農業であ

れば、私たちに紅茶を作らしてくださった沖縄に感謝を

あらためて申しあげます。時折、内地のひとがうまく仕

事にするナイチャーの仕事・・と言われる場合がありま

すが、「まだそんなことおっしゃっているのですか」と

つい言ってしまうのは、植えてくれたのも沖縄の人で、

植えた土地も沖縄なんです。 沖縄の新しい産業に間違い

ありません。ここで良いものを作って出していく、そし

て私たちより上の人に評価してもらい価値を作る。私た

部の生物生産学科に入学、 2003年に卒業され、引き続

き大学院に進学されておられます。 2005年に修了され

ましたが、この問、「植物性寄生線虫の耕種的および生

物的駆除」をテーマに修論研究をされています。 2005

年4月から株式会社背い海に入社され、当初は品質管理

室で製品の衛生管理や成分分析を担当されていたという

ことです。 2010年の 4月から営業開発室ヘ移動され、

従来の管理から製品を生み出す仕事に取り組んでおられ

ます。今日のお話は私たちの身近な存在塩のお話しいた

ちより上の人がいないと市場の評価liがされにくいので外 だきます。このシンポジウムが終わったら石川県ヘ行か

国に行きました。小さな会社は予算もないので 1人で行 れるそうで多忙な折恐縮ですが、よろしくお願いいたし

きました。 1人で、行ってもったいなかったので、是非沖 ます。

縄の方にこの瞬間を見ていただきたいので、今年 l月

にイギリスに行くときは、金武の農家さんもいくことに 友寄民:皆さんこんにちは。只今ご紹介預きました株式

なっております。本当に原料がないと作れないのです。 会主t:青い海の友寄です。先程はおしゃれなフランスの映

技術があっても。作らしていただいて本当に感謝してい 像など、次はちょっと地味なお甑の話になりますが、最

ます。約束を裏切らないのはブランドというのはお客様 後までお付き合いください。私は趣向を変え、私たちの

との約束だと思っております。マーク付けたりシールを 身近な存夜栴のことを、本日は 3つに話を分けて進めて

張るんじゃなくて、お客様との約束があるのがブランド いきます。

ですので、それを続けていけるように頑張ることが常に ご存知の方もおられるかとは思いますが、まず株式会

目標です。ご清聴、ありがとうございました。 社青い海は、食取のお塩そしてにがり、混合香辛料のス

パイス取やこしょう、さらに砂糖などの販売が主となっ

司会者:どうも内田さんありがとうございました。奥深 ており、今年で創業 39年目を迎えます。お塩は年間約
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7000 l生産しており、そのうち 95%が以外、銭り 5%

が以内へIL¥荷されております。県|人lでは学校給食、 Ml坂

さんならサンエーさんやジャスコさんなどではl以先され

ていますが、その他にも学校給食や飲食山また多数の)JII

仁食品メーカーさんなどにお使いmいております。、'itJ: 
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青い海友寄恵氏

のスローガンは、伝統の1'1然食文化と11:しい食午前を伝

/J~ し、お客般に安心で、定全な而'， t'1(忠 JIEができる Il'fil'u'1をJM

供することで、 1fJ':VItl:以全日で‘lliJi平nしてぷ:識を11.Jiめてお

ります。当社は糸満のIJlj附の方にあり、 O~/}がすぐ出と

|礎控した場所になっております。また、 2006'r l~に読谷

村に観光施設 iGalaI'iい出」を設，'{し、こちらは点シ

ナ取を眺めながら、出づくりをはじめとする陶芸またガ

ラス作りなど手作りが梨しめるスペースとなっておりま

す。県内はもちろんのこと、県外、海外からの多くのお

約:様にご来場いただいております。私の所hr!.する'出業1m

7~宅では、名前の通りに新商品の開発促:梨などを行って

おり、また既存商品のリニューアルなども行っておりま

す。また、生席者交治会として、お筑:峨とのコミュニケー

ションを過して、お符様のll'i:接のJ与をl[tlくことができま

す。 そういう鳴を持つことで、今後の尚l'II'dmJ~に生かし

たり、見直しなどの参与にしております。

それではさっそく、加の役;刊についておぷをi住めてい

きます。 約 90 年川続いた出咋先制が}j~ 11:になり、お取

の製造販売は白111化されて約 14年続ちます。この札iL9.

22法と言うのは凶内の盟出来の保護 ・行l反・'!-i.i.ど供給を

凶ることを日的として、ロilが出のι|ミjrf_とi阪必を独I片して

おりました。この法のドでは、門出にお札iの製造・!阪先

ができません。もちろん愉人などもできませんで、した。

昨今の邸ブームもあり、スーパーマーケットなどでは取

の相知が1222になってきました。世界の恥は約 2000相

知といわれております。また型HIn¥メーカーは全11;1で700

67 

社以上、 1111純だけでも 30下1:を組え、ますます充実して

きております。ーしlに出と Ifっても海水位;や行出また製

法やJl'(lJ出など相知は峨々 で、 tl'it~将にとって選択肢のi隔

が桁段に広がり、選ぶ五liしさが附えたかと思います。持

様の'11にも、食材や料叫によってお慌の使い分けなどを

されているん-も多いのではないでしょうか。 また時i~.!.I;: P~

}，lfやソルトソムリエと呼ばれる11..¥~I;: 門};Ijのアドバイザー

まで誕'1.:.しております。れ11制ではJIこから食はクスイムン

=娘、と Ifわれ11:しい食也市ほどi辿版につながると与え

られており、出が欠かせないものであったと苫えます。

沖制ではチャンプルーという料開がまさにそれで豚肉、

U脳、 ~!f荒などをシンプルにお出で妙めたものは非常に

バランスが取れて{誕禿なメニューだと言えます。11本の

食文化の象徴である|床H目、 出物、 J111'~蹴l弘、姐などは月ljな

くしては，iHれないおふくろのl床を形容したものではない

でしょうか。どれもお出がないと成り立たない食材だと

いうことがわかります。

加 I~における出の役;ljリは、 i.:J成分のナトリウムが'11心

であり、その微fliミネラルはおlIいを相拍抗しながら食

料の良さを生かしています。例えば、お|会lやJ，(lなどはお

削のたんぱく白への(ノf;JIIで縦I，filします。それで焼くとき

にうま I~(成分がiAiれ出るのを防いでくれます。 また、両手

ぷへの('1')11として、リンゴなどが!，U柑色になる般化を|坊

11こするために、出などを人れますが、これはおり21が酸化

併ぷを伺lえる働きがあるからです。当たり前に使ってい

たお出ですが、このようにぷにしてみますと慌が食生許可

にどれだけ以透しているかが分かるかとJLlいます。

lJ近では減出志向の11.Jiまりから、胎iをl技i返する傾向に

ありますが、お出は私たちの生命維持にとって大切な役

'，I~Jを果たしております。 ($illえば、細胞を正常に保つ、和l'

料や筋肉のH~J ~きの調印、また食欲やl味覚などを 1 ['':0'に保

つ(引きがあります。これはたんぱく質や脂質が体を動か

すエネルギー源になるのに対し、お出は体内のシステム

の倒きをヘ'J'り維持する役'，I;IJを持っているからです。普段

の食生日では川地はないが、 toua:I，1に町分不足が続くと危

険になります。このことからも、お出は休にとっても非

常に大切な作(1:'であることが分かります。

これまでは食l日への役'，liIJ、体への役;IIIJについてお，mし

てきましたが、ぷ外と':11られていませんが、身近なし1)11 

J1111のぷ材などに府が{史.われていることを皆様はご(i-知で

したでしょうか。 聞きなれない:l'~だとは思いますが、

ソーダ 1"，混といって、昨日{をノlくで・怖かして、'，l1気分仰や化

学的処J-'Hを11'うことによって、恥とは全く51なる物質を

作る化学 1'，業の分野があります。

この 1':の|火|ですが、加の{史い辺を木で表したものです
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が、例えばタイヤなどのゴム製品、ガラスやプラスチッ た。 ドが石川県の能穀、これは揚げ浜式梅田ですが、こ

クなどの原料にお塩が使われています。大体、日本で l ちらでは今でもこのような製法で塩が作られていると言

年聞に消費されるお塩が約 900万 tですが、そのうち われています。

ソーダ工業への使用が約 80%、残り 20%が食用として 室町時代になると、入浜式塩田になります。こちらは

消費されています。こうやって見ると実は食べ物以外で 砲の干満差を利用して、塩聞に海水を引き込み、同じく

使われている塩の量が多いことが分かります。 砂にお塩を付着させてこれを回収し、紙水を作って煮詰

続いて、このように私たちの生活を支えている頃です めて作る方法です。沖縄ではこの入浜式塩田が約 300年

が、どのように作られているのか紹介していきます。!世 間続いたと言われております。

界で 1年間に生産されている塩の量は約 1億 8000万t 昭和 30年になると、流下式塩田と言う、海水をポン

で、そのうち 4分の lは海水から作られています。残 プで汲み上げて緩やかに傾いた塩田に涜し込む方法にな

り4分の 3が岩塩や湖塩などから作られております。岩 ります。この砲聞を流れていく聞に海水は徐々に濃縮さ

塩は昔海水だ‘ったところが地殻変動などによって閉じ込 れていき、その先の竹の枝を組んだ枝条架に濃縮献水を

められ、その上に土砂が堆積して押し固められたもので したたらせて濃縮する方法に代わりました。この製法に

す。これを溶かしたり、粉砕したりして使います。湖塩 代わってからは生産量が約 2.5--3倍噌加し、労力は

は同じく海水が閉じ込められてできた湖です。有名なも 1/10に減ったと言われています。

のに死海やウユニ湖などが挙げられます。日本などは岩 昭和 47年以降になると、イオン交換膜を使い、電気の

庖や湖塩など塩資源に乏しいため、昔から海水だけを原 力を利用して海水を濃縮する方法に代わりました。イオ

料として塩が作られていました。世界でも海水から製塩 ン交換膜になってからは生産量が約従来の 7倍以上、ま

が行われているところはあります。そのほとんどが天日

製塩です。天日製趨と言うのは海水を塩田(お塩の田ん

ぼ)に引き込み、太陽の熱と風力で水分を蒸発させて

た大量に作りますのではるかに安定供給が可能になって

いきました。このように時代の移り変わりとともに趨づ

くりの方法にも知恵や工夫が施され、より効率良く生産

作ったお臨です。この天日製砲の条件が、乾燥した気候、 されるようになりました。同時に専売法によって塩田は

降雨量が少ない、広大な土地に適していますが、日本は 縮小・廃止になり、食卓の塩は全て専売公社の塩にとっ

高温多湿で土地も狭いので天日製塩には不向きな土地で て代わりました。

す。では、日本ではどのようにして塩が作られていたの 統いてれ11純の邸、シママースの復活を目指してです

でしょうか。海水中の塩分はわずか 3%、1.e中には約 が、全国で堀専売法によって晦聞が廃止されていたので

30gしか含まれておりません。これをいかに少ないエネ すが、沖純はこの専売法の適用を受けずに、先ほどご紹

ルギーで海水中から塩を効率的に取り出すかが、日本に 介した入浜式塩問が復帰前までは約 300年間この技法が

おける製塩の課題でした。日本で発達した製塩法は大き 行われていました。 場所は、那覇のか潟原、今の泊から

く2つに分かれます。 1つ目は、採献法と呼ばれるもので、 前島あたりにあったといわれております。また、中部の

まず海水をできるだけ濃縮し、戯水と呼ばれる濃い海水 泡瀬、豊見城の与恨などは有数の塩田地帯だ、ったといわ

を作ります。その次にそれを煮詰めて、塩の結晶を取り

出す工程、煎熱といいますがこの 2つを組み合わせて製

塩を行っておりました。

れております。当時は沖縄で必要な 6000tのお塩をこ

の塩田鹿で自給していたといわれております。

各地の梅田ではそれぞれの伝統的な製法で、競って良

さっそく時代別にどのように塩が作られてきたのか、 い出を作っていくという気風があったといわれておりま

製塩方法をご紹介していきたいと思います。まず、諸説 す。こちらが戦後から昭和 35年ごろの沖縄の製塩の様

ありますが、古代は海藻を天日に干して海藻についた塩 子の写真です。砲の最盛期は夏 7月から 8月頃だ、ったと

を一度海水で溶かし、それで、濃い海水を作っていきます。 言われておりまして、この時期にはスコールが多かった

それを集めて煮詰めてお塩を作る方法で藻塩焼きといい ために、一度干した砂をまた回収してという作業の繰り

ます。 返しが多かったらしく、また暑さも厳しかったので、大

平安時代になると、海岸を整地して、そこヘ人力で砂 変な重労働だ、ったと言われております。

に海水をまいて天日で乾燥させます。その砂についた塩 しかし、 1972年、昭和 47年米国統治下からの解放

を回収するためにぬいと呼ばれる箱の中に入れ、これに に伴い、沖縄にも専売法の規制がかかり、塩田から作ら

一度海水を入れて、砂についた塩を溶かして鴻い海水を れる駈が禁止になりました。そこで、県内でも専売公社

作ります。この濃い海水を煮詰めて塩を作っておりまし の塩を使うようになりました。この駐在使うことによっ
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て、県内の至る所で食への弊害が起こりました。例えば 発させます。その次に結晶池に入れて、結品化させ、最

スクガラスやスーチカー(塩豚)の色が変、豆腐が固ま 終工程の洗浄に入ります。海水からお塩ができるまでに

らない、味噌が美味しくないなど。専売公社の塩自体純 は約1.5年~約 2年かかると言われております。

度が高かったために、とても辛く使いづらいという声が

上がり、沖縄の塩田で作られるお塩はにがりが多く含ま

れており、しっとりとしていたので、専売公社の塩は純

度が高くて沖縄の塩田の塩に比べると塩辛かったという

こちらは本社の施設内です。原塩プラントと言う天日

塩を保管するところですが、 1回に約 1200tの塩を搬

入、これを年間 5--6回繰り返し行います。原料の天日

塩を沖縄の海水で溶解し、砂ろ過槽とフィルターを使い

のがあります。これは沖縄の食文化には合わないという 締麗な濃い海水に仕上げていきます。次いで、海水塩をつ

ことで、沖縄の塩に含まれる海水中の微量ミネラル、そ くる工程ですが、これは逆浸透膜装置といい、海水を濃

れはにがりですが、これは沖縄の発酵や塩蔵、食文化の 縮する機械です。海水側から高い圧力をかけ水分を除き、

形成に欠かせないものであったと言われております。そ 海水中の塩分約 3%から 9%まで濃縮します。さらに濃

こで、伝統ある沖縄のマース作りを復活させよう、良質 縮するため蒸発缶と呼ばれる装置へ移水します。缶内の

なマースを生み出す沖縄の青い海を守ろうということ 気圧は低いため、低い温度で海水を効率よく濃縮するこ

で、青い海と自然極を守る会が発足しました。これが当 とができます。最終的には 24%まで海水を濃縮します。

社の原点です。 これは煎熱(センゴウ)という平釜で麟水(濃縮海

設立当時、各関係機関との折衝を重ねて、沖縄の入浜 水)を煮詰め塩の結品化を行う工程です。弊社の平釜は

式塩田の復活、すなわち沖縄の海水 100%を使ったシマ

マースの復活を目指しましたが、これは認められません

でした。それでは現行法ぎりぎりの枠内で、従来のシマ

マースに近づけようということで許可されたのが、専売

公社から天日塩を購入し、これを再生または加工する方

法であれば許可できますということで、 2年がかりでよ

うやく沖縄の製梅工場第一号として許可が下りました。

塩悶存続を願って消費者運動から生まれた塩、沖縄の塩

日本最大の平釜であり、縦が 20m、横が 3.5m、24時間

3交代制で塩をつくっています。この平鍋には蛇管が通っ

ています。この蛇管の中を蒸気が走っており、それを熱

源として塩が結晶化されます。

この平釜で煮詰めることによって、お塩の結晶、粒

子がフレーク状になり食材になじみやすく、また溶けや

すいというメリットがあります。一般的な食塩であるイ

オン交換樹脂で作った塩は純度が異なるためにこのよう

シママースが誕生しました。設立当初の 100%沖縄の な、キューピック状の塩に仕上がります。今はボイラー

海水を原料にした塩という目的は達成できませんでした で蒸気をたいて、煮詰めて作っていますが、昔は廃材を

が、法律ぎりぎりの限られた枠内でその塩に近づけると 利用して直火でたいていたといわれております。また、

いう形で誕生しました。現在でもこの製法に準じまして、 読谷の Gala青い海の工場では今でも間伐材を燃料として

天日極を沖縄の海水で溶解し、平釜で結品化させるとい 海水を煮詰め、塩を作っております。こちらがその商品

う方法で作業しております。 1997年4月に塩専売法が です。青い海には製造工程が違う海水塩が 2つあり、先

撤廃されて海水から直接塩を作ることが可能となりまし ほど蒸気で煮詰めた塩が海水塩青い海、こちらが薪でた

た。独立当初からの念願で、あった沖縄の海水 100%を原 いたお塩が沖縄の海水塩美ら海育ちという商品です。

料にした海水趨が誕生しました。これまで培ってきたノ こちらは脱水乾燥工程です。先程平釜で作った梅を杉

ウハウを用いながら、海水を漉縮して、それを平釜で結 の木箱に移します。この杉の木箱に約 800kgの塩が入

品化させる方法で現在でも海水塩を製造しております。 れて、約 2日--3日自然に乾燥させます。この自然に乾

これからは青い海の工場見学をしていただきますが、 燥させることによって、お塩のにがりを分離します。右

この下にある商品が弊社の主力商品です。スーパーなど 側がちょうど自然に沼下してできた結晶ですが、これを

でもよく見かけるかと思いますが、真ん中のものが塩田 郷社では「お塩の氷柱(つらら)Jと呼んでおります。 2

回復をねらって誕生したシママース、シママースシリ一 日--3日木箱で寝かせますと、このように木箱の形でお

ズです。両端にありますのが海水塩で、すo 先程もお話し 塩が出来上がります。これをほぐしてふるいにかけて次

しましたが、シママースの原料には天日塩が使われてお の工程に進めます。

り、この天日塩は乾燥した土地であるメキシコまたは こちらは目視検査から包装までです。人の自によって

オーストラリアから輸入しております。天白血は、一度 厳しく目視検査が行われ、それをクリアしたものから袋

海水を貯水池にいったん貯められます白そこでしだいに に詰められて包装されていきます。袋をシールした後に、

水分が蒸発します。その次に蒸発池に移して、さらに蒸 金属片など混入物がないかを確認しまして、次の工程に
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i筑れていきます。合同検1+¥加をクリアした商品は折lに訓

められ、 frWにむかされ全同へ発送されていきます。

私たちの身近に作作する慌のことということで目、から

のプレゼンは以上にですけど、意外と知lらない出のこと

について多かったのではないでしょうか。このように出

のことを主11ることで、より泣かな食午前を送ることがで

きるかとJ41し、ます。これからもilll純の製出、歴史、製比i

の雌!となどをより多くの方に伝えられるように、在、も知

識をlfJiめて iiti ';長っていきたいとJtlいます。 どれ~l位!ありが

とうございました。

司会者:ありがとうございました。ところで、私たち

は、出というのは、海のものと思っているんですけど、

山の取というのもありますね。実は、荘、は森林がミI/I"Jで

すけれども、 「持続可能な」というのはどこでもどなた

でも言うんですけれども、持続可能なというのを以初に

使ったのはヨーロッパ人のカールピッツと言われており

ます。ここで、海と山とが繋がっていることが鷲きでし

た。資源の大切さを1111えたカールビッツのヨーロッパの

場合ですね、当 11寺、取(岩品ρ は銀よりも (IUjli1~iが I~ :1かっ

たH判tでありま して、奪い合いの対象になっていまし

た。カールビッツはドイツのザクセンという所に怯んで

おり、 ~I: Jill'~を保iJn!する fWMの総l12将で- した。 鉱山から保

侃したれを製品n して出を~11i出する作業で、大i7iの木材が

必~・で、その結民と してその地域の議林は殆どなくなっ

たんです。ー 森林資源を使いすぎたらだめになってしま

う. これを教訓|に、川、?続可能な」っていう言~がノ1 :. ま

れて米たんですね。友待さん、ありがとうございます。

今LIの一般公演のii訂去になりますけれども、 hll)J iU~ー

さんをご紹介したいと!巴います。 lm)Jさんは別夜、 I~業

生産法人株式会社あいあいファームの終営企~liiを tL!'-'iさ

れております。問的以でお生まれになり、 1973{I"-に沖

縄に米られて、もうすでに 38年irll制に住んでおられる

ので、 (まぽ白人じゃないかなと思います。広告代JlH/，II業

務(仰之尚のハウスエージ、エンシー)をスタートに、プ

ロデ、ユーサーとしてコマーシャル制作を担当され、刊に

泡~f~のマーケティングに長年批わっておられました。 そ

の後、 filjl制の位成長舟は伝統的な向野菜に支えられて

いる」 ことを提案、 6 次産業化推進人材育成事業を受，l，\~

し修 r， I~を綬りされました。 (111地先生の/jから i i到にお

訴があったんですけれども、株式会社あいあいファーム

にて出校を利川したれ11縦の本格的な教行ファーム{午りに

主YFされ、 2011年に第一日 6次産業化総合事業，lIi，liiの

i認定を受け、 IriJ年、 6次t'(l業化Jlli尚[辿拙タイプの公必

で採択されました。i兎川小学校の跡地でι2l宝物)JUT..tMが

12 J Jに本桁{内に縁側T'i.とになっております。「れl'制の殺

物の白川で地域山給不アップへ」がキャッチフ レーズに

なっているということで、今Hは filll制の食文化をμ，u
すH年代へ -6次注業化でiljl制jJ'(，:般物の復活を 一」とい

うテーマでおぶして|引きます。}JlllJさんよろしくお闘い

いたします。

加力氏: こん~こちは。 あいあいファームの)JIIブJ と " 1 しま
す。j'd'，¥ごMl介にありましたように私、 illl制に来て 38

il:になります。38{I竺川作らして思うのは段々irl1純の自

然がなくなってきてるなということをすごく感じていま

す。 今後はもっと ìljl射日の 1' 1 然カリ~，I'(されるl時代に向かつ

てもう ・出Jrt['振ってみたいなとjtlし、ます。今"は、硫球

大学j見学部のシンホジウムにお十日きいただきありがとう

ございます。

私どもあいあいファームは、もともと飲食業を経常し

ていましてだいこんの花というレストランと、 J，'fiJL4J;{と

;H71山市liを終日していまして、年II¥J40 万人くらいのお

容さんに米ていただいております。 11~ ll'fiは約 1 0 ~む川で

従来Llは、 fTわせて 180人くらいの加悦で、やっておりま

す。 その11'で、飲食業をやるに、'íたり、どうしてJ:1~に

進IJ¥したのという，;;ri1c!:'よく IlfIかれます。私どもの11Iでは、

だいこんのイとを11¥して、食のみt全'!.i.心をテーマにしてい

ますが、、'iWはイij:創出家さんからイ1:人れをしていました。

あいあいファーム加力 謙一氏

がしかし、なかなか訓述がうまくいかないので、!'IH:で

やっていこうと思い、 j出来'I:.f't'ut;人を設立したんです。

ところが、 J~地をご来日介して聞けないということもあり

まして市部からヤンパルまで、作，Iilllf村をおたず‘ねして、

j辺地をさがしましたら、ようやく、今川仁村の行政のJJ
からお友述の |て地をmりることができ、そこからスター
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トしまし。「一般の企業の農業への参入は、大変だりと

いうのは本当に理解しております。このようなことを踏

まえて、私どもの事業のご説明をしていきたいと思いま

す口

あいあいファームは、今帰仁の湧川というところにあ

ります。廃校になった湧川小学校を、今帰仁村から地域

少し私たちのアメニティの部分を紹介させていただき

たいのです。設立して 27年になります。今後も、地域

の外食産業として一生懸命事業を展開しています。だい

こんの花は3応舗、居酒屋3庖舗ですが、特に海のちん

ぽらあのは、地域の海産物を中心にやっていますので、

ご近所の県魚連さんから、商品開発の依頼を受けたりし

の農業の活性化のための貢献として再利用するという目 ています。それから最近拡大しているケータリング事業

的で貸していただいております。実際はまだ工事を進め も新しい事業として、大きく展開していける可能性があ

ている最中であります。私どものファームは生産拠点は、 りますので、力をつけていきたいと思っています。西原

今帰仁の各地域に広がっているんですが、全部の面積で 町で言いますと、南西石油さんの社員食堂のケータリン

l万8千坪となっております。大豆畑、それからタンカン、 グのほうを私どもがさせていただいていて、南西石油の

あとはそばを植えております。大豆に関しては、過去 3 皆さんが健康になれる料理を提供させていただいていま

回挑戦して、 3回とも台風にやられてしまい、まだ収穂 す。この湧川小学校のプロジ、ェクトは 5月 17日に 6次

ができてないんですが、今年の 2月ぐらいには収穏でき 産業化の認定を受けました。 6次産業化に取り組みにあ

る予定になっています口沖縄の中でも今後有望というこ

とで、今後はそばの栽培にも力を入れていきたいと思っ

ています。事業全体は、教育ファームということで利用

計画を進めています。農業の体験学習ができるように、

宿泊施設、レストラン、直売場、それから加工場などを

総合的に利用できるように考えています。加工場を今建

設しているんですが、 12月から販売するものは、島豆腐、

味噌、あと豆腐を使ったスイーツですね。それ天然酵母

のパンです。主に伊江島の無農薬の小麦を使わしていた

だ、いてやっていきたいと思います。それから自社農場の

「そば」なんですが、新しいそばの文化を沖縄で、作って

いきたいなと思います。あとはご近所にパインの農家さ

たって考えたことは、なぜ7勇川小学校が廃校になったか

という事があります。農村に、若い人たちが働ける場所

と、子供を育てるというような地域でないと、生活をす

る場所としてなりたたなくなり、廃校前は、 16人とな

りまして近くの小学校に統合されました。今でもすでに

いくつかの廃校候補があり、そのような流れで、やってき

ていますので、農業の力でなんとか食い止めなければな

らないと思います。農村地域を元気にしていくこと。私

どもは 6次産業化でなんとか農村地域を立て直ししたい

と考えていまして、この事業で大体 40人--50人の地域

の若い力を集めて育てて生きたいなと思います。今回は、

農水省から、 6次産業化推進事業の農商工連携タイプで

ん、シークァーサーの農家さんもいっぱいいらっしゃる 採択されたんですが、自社生産の 50%と残りの 50%は

ので、そういう農家さんから果実を仕入れして、果実を 地域の農家さんと連携で仕入れします。地域の農家さん

絞ってジ、ユースにして提供したいと思います。加工品で、

はドライフルーツというのが最近注目されていまして、

これにも取り組んでいきたいなと思います。子供たちに

農業に対して、命の大切さとか、農業の楽しさというの

を伝えていきたいなという風に思います。レストランは、

経営内容としてはイタリアンになると思います。私ども

の事業の中で、私たちだけではまだまだ力不足という部

分もありまして、今、三重県に「モクモクファーム」さ

んという、日本では 6次産業化を一番広めた会社があ

り、特に畜産物の加工を通じて地域に貢献し、 26年の

歴史を持つ会社で、約年商は 50億です。モクモクファー

ムさんにご協力をしていただきたいたという話をしたと

ころ、快く受け入れてくださって、今現在は、私どもの

会社に一千万円ほど出資していただきました。モクモク

ファームの社長や専務が当社の社外取締役になっていた

だき、ご協力していただいているので我々もがんばって

いきたいと思っています。

の収入を上げることで、地域の活'性化につながっていく

というふうに考えています。あと、農産物の生産だけで

も、なかなか収益をあげるというのも難しいものですか

ら、私どもは、体験学習プログラムを導入します。特に

農業観光はイタリア等でかなりいい結果が出ています。

宿泊施設は、ホテルというよりは民宿みたいにアット

ホームな感じで、やっていきたいと思っています。沖縄で

ゆっくりと、農業の事を学びながら楽しんでいただくと

いうところにし、地域経済の活性化を考えていきたいな

と思っております。飯沼二郎さという京都大学の先生な

んですが、沖縄の股業という本を書かれていまして、そ

の中で、6次産業化は、昔からあったと書かれていました。

い草生産し、!慢を製造して、建築屋さんとして、農家が

仕事をしていました。これは非常にヒントになるんじゃ

ないかなと思います。それとこの先生が書いている中で

は、私ちょっと感動したんですが、ちょうどペリーが沖

縄に来たときに、ペリーはヨーロッパからインド、東南
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アジアを闘って沖縄に来たのですが、沖縄の農地を見て 10 aあたり 2万円を、再生利則加算として、支援して

すばらしいと絶賛していました。世界にこんなに美しい いただけるという事なので、それを今申請しています。

土地は無いと言い残しています。その当時の沖縄の農業 収穫された大豆に麦ついては等級があるのですが、大豆

のレベルの高さというのは世界の中でも注目されていた で60kgで 1万円くらいですね。再生利用加算の支援が

んじゃないかなというふうに思います。 あれば、農地を拡大し、大量生産しても大丈夫です。し

今回、認定された 6次産業化のプランは沖縄の自給率 かし大型の収機機械がないとどうにもならないので、コ

を上げるというテーマです。 1960年代に沖縄の食料自 ンパインを購入しました。飲食屈の仕入れ額が 5000万

給率に大きな流れが変わりました。アメリカとキューバ ぐらいまでは大丈夫なのですが、他の農家さんの生活と

の仲が悪くなって、国際的なさとうきび価格の暴騰し、 いうのもありますので、シェアしながら進めていきたいと

さとうきび栽培に傾斜していき、沖縄の農業が大きく変 思っています。 A&Wの後ろの方にあるんですが、かね

化していったと。これは本部町の議員さんから聞いたん ひでさんがやってらっしゃったスーパーを、いい条件で

ですが、沖縄の公務員の給料が約 26ドル、さとうきび お借りすることができたので、整備をして、直売所を開

がトラック一台分が 27ドルという時代がありました。

1960年代に、水田や大豆畑、小麦畑がさとうきび栽培

に切り替わっていきました。 60年代の変化がそのまま

維持されて、沖縄の食文化が大きく変わってしまいまし

たD 実際に我々が外食産業で、思った事は、お米は 3.5%

くらい、小麦が 12トン程度、大豆はゼロ。我々が沖縄

料理として、提供させていただいている島豆腐は全部ア

メリカの大豆で、作っている。これはちょっと違うんじゃ

ないかなと。それと沖縄そばも 60年代までおそらく、

もちろんアメリカから輸入された部分もありますが、沖

縄の小麦で、作られていることもがあったんじゃないかな

と思います。特にてんぷら粉はほとんど沖縄の小麦で、

設します。ここがうまくいけば、大体県内 6か所くらい

ですね、展開していこうと。自社工房で、作ったパンや豆

腐などを販売します。あとは、今 6次産業化の取り組み

の中でいろいろな仲間ができましたので、今後その商品

を販売していきたいと思ってます。大手や老舗で、やって

いるような商品ではなくて、農家さんが関わっている、

もしくは股業と関わっている商品のみを販売します。生

産者や皆さんの収入が増えるように頑張っていきます口

またここの図に出てないんですが、もう一つ先程ケータ

リングの工場と宅配の企業で銀のさらという、すしの宅

配を計画しております。新しい企業を設立し、翌年 2月

にスタートします。宅配というビジネスは、これからど

作って食べていたんじゃないかと思うんですが、それが んどんどんどん伸びていくだろうということで、我々も

今はほとんどアメリカものに変わってしまっている。伊 取り組んでいます。ただお客様をお待ちするだけではな

江島でもだいたい今、年間で 12tから 14tぐらいし く、お客様の手元に届けることができるのかなと。宅配

か育っていないんですね。我々は本当に、沖縄料理です ビジネスの中ではしっかりしている「銀のさら」さんと

よと言-って出しているのが少し恥ずかしい思いをしてき 組みます。「銀のさら」さんで学んだことを、今度は自

ました。もう一度、穀物の地産地消を考えて、沖縄の農 社の宅配技術等に生かしていけば、我々が作ったお野菜、

業の基本を考え直すきっかけになればと思います。それ それから加工品、 6次産業化の商品を、地域のお客様に

からこれだけ外食産業がいっぱいあるわけですから、そ 届けられるようしていきます。お米も麦も、大豆等の商

の中で、使っていただけるという事が出来れば、自給率を 品は日常的に使える商品ですので、家庭用に定期的お届

上げていくとができると思っています。 けビジネスをこれから展開します。今まで、外食で、やって

今現状の報告なんですが、ここ一年くらいの悶にど きたというノウハウを、農業に生かすことができます。

のように農地を拡大できるのかが非常に悩みです。西原 農業と外食産業がうまくリンクしながらやっていけると

町はいろんな方法で、耕作放棄地対策をなさっておりま いう意味では、今後西原町内の飲食応の方々と、村内の

すね。今帰仁村では、現在使われているいい条件の農地 生産者と新たにリンクしていけば、都市型の生産者に

は、地元の農家さんに使われているわけで、そこは借り とっては一番ありがたい結果となります。また町内の方

れないんです。そして結局お借りできるところといった が飲食屈を利用するということは、十分考えられますの

ら、耕作地放棄地しかないですね。そこをお借りしなが で、そういう外食産業を巻き込んだカタチでうまく展開

ら開墾し、約 12aくらいを農地にしました。国の補助 できるのではないかと思っております。今から、先日 8

を活用し、 3分の 2の補助で支援していただいておりま 月に総合事務局の 6次産業化のセミナーで発表させてい

す。新しく出来た法律で戸別補償制度というのがありま ただいたビデオを見ていただきたいと思います。

すので、その制度を利用すれば、大豆、麦を植えれば、 ここで VTRが流れる。
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西原町長 上間明氏

ディスカツション

司会者:押さん、大変お待たせいたしました。質問等ず

いぶんmいております。本米ならII'n主質1mしたほうがい

いと!ぷうんですけれども、ここでは私のβでご質問させ

ていただきます。11年1111が(111びておりますので 511，'i10分

までとしたいと!よい、ます。よろしくお願いいたします。

司会者 :まず、 ('1
'
1出先生に対するご質問なんですけど、

TPPに参加したらj介iljl制の地場P在来やそれを取りをく山

林/J< Jl'(~業はどのように変移していくと rWìj[lJ されますか。

という TPP の;話料、 ì'l '制のI~~~に対する;;信仰・・ という質

問が -つ米ております。

続きまして、 ('1
'
地先生に6.:j<此~1ヒ法は 201 1 年 7 rl 

制定されたということですが、新年度のす:.r~:化について

わかる叩IJHでお符えできたらと!よlいます。6次j)'(l業、法

'fIt('l句には今イ|えの 7) 1に制定されたと14体的には予Jr?:執行

ですね、 y，J下化は新イI'J立のすI:'l下に人っているかどうかと

いうご1'111¥1でございます。

続きまして、このように，!?いであるんですけど、私は

別代ヤギを例行し将米に1Jf1え、将米に1Jffてl販売レス トラ

ンですね、受けてできないか巧えております。いわゆる、

ヤギの… Il'~，'，，'，化、レス ト ランでf仮先するということなん

ですけれども、以は外い<1からヤギ、の崎支fIボア純も導入し

iljl制山米としての??此につめているところですが、豚の

111殺事:~が 3 1- 1 ' 1、ヤギは I ufi I Jil斗予定していると!日lい

ています。 地!MJl'(~業の 1引J父、食料 1' 1給を lfJiめるためにも

間造改Jlai---して、ぷ(/iiiの?をっている場所でrn・殺できるよ

うにしたらどうか、ということでございます。

仲地氏:TPPについては雌かに大変tTI躍な|問題です。今

日は11.'f川のnll合でこの，i;riは行きましたが、ちょうど先週

の令n7il卜l、iljl制限業経済学会の研究会がありま して、そ

のことについて議論したところです。そこでも話しまし

たが、 J22長にりえるIE科については、 I~林水産行のJÄn:

によれば、 iljl制のサ トウキピは 100%つぶれてしまうだ

ろう とされています。つまり、 別(1:同|人lで作られている

砂制が全て外I lll jl'(fに li/l~き換わって しまい、その似料であ

るサ トウキピの'1ミ応が成り立たなくる という ことです。

これについては、砂制の愉人の仕組みついて少し説明

する必必があります。ill
'
制で作っているのは1[1確にIiい

ますと制!出納の原料となる粗削というものです。それを

本土の料製品11I~切に送ってあIf'製されます。 外 Illlから色相 l

wiが愉人され料製されています。 川としてはその方がは

るかに多いです。

llill)、jで作られている粗削は外llilの砂粕と比べて製造コ

ス トが，¥'ljいことから、輸入制から訓担金を徴収しそれで

もって製造コス トと似料であるサ トウキピの価絡を支え

る{I:組みになっています。TPPで|則税がなくなる と、外

|五|の和製社liが閃 |勾で~I;}ftされる {沙ね11 より安いfIfIi桁で・直接

輸入され、国 I)~のM製革ljは成り立たなくなり、さらにそ

の原料である刷新の盟造、そしてサ トウキピの生沌も成

り立たなくなるということです。

あとひとつiljl制のl::l業に大きな;話料をうえるのは畜

庄です。|士JHJll二は山林/J<11'[併の訓J';fでは 75%はセjl'f.が

減少するということになっています。和'1二の等級で |二位

25%は妓るが、 75%は出HJ，'f-できないというJJ:J?:です。IiI'

制の|去l川午の~I:.応はほとんと、が紫舶料?:f で・す。 子'1二を生

ませてそれを必る終'j汚'で、す。i.:t手がどの将位の肉質の牛

をノ1:，産する!J目行j出家であるかということはiFIi'(liに担JMし

ていませんが、いわゆる111i級午必地へI{')かうのは少ない

と巧えられます。irll制の{'I二を'1:1っている!J巴行j出家がJJ)t

りu:たなくなると、 (-Lj.:.をはう4、|円三がいないわけですか

ら、 -{'I二を 11:/)'(~する出家もほり心:たなくなるということ

です。

先週もこういう，lri論をしましたが、かなりの出家が;;診

押を受けると暗えられます。 れ1'制MJ出H/J<i~limlでは減少

する生花簡を，tA:J，)~していますが、出家の側からとらえ多

切合も、サトウキビ!出家と市jl'(f)::l ~誌を合めると特に白lt山

地域では、ほとんどのj民家がそのどちらかあるいは1，I，j方

を生派しており、そのJ15持は大きいと与えられます。こ

うしたことから、れ1
'
制のj出業は地滅状態になると!よlいま

す。さらに、出来がなくなれば、それぞれの山々に住む

人たちはどうするか、午前をどう維持していくかという

ことになると、 山から11¥ていかざるを仰ないということ

になります。出IU誌はさらに過叫化が進むことになります。

今でさえも雌品では人円の維持に出労 しています。地域
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総合討諭会

社会を支えるギリギリのところにあり、さらに人11が減

ると、これらの地城山々の市町村のCI治体、社会は1M出

してしまうんじゃないかjよ[し、ます。以上が TPPに|則する

ことです。ほかにもいくつかありますけが、これだけを

話しているとまた、技り 10分もなくなってしまいます

からこの('1:についてはこのあたりで11てめておきます。

それから、次に6次陀業化法についてですが、これは

私が使った資料がれ11制総合事務局が今年の 7}-Jに/1¥した

資料を参尽に しましたので、そうなってしまっています

が、 ilaltは昨年制定され、施行されています。先，f'，lhll)J

さんからお話がありましたように、 ))II)Jさんの会tl:はこ

の法iltに品づく 仕組みで、いろいろなが業をすでに出1mし

ているということです。これが 2つト|の質問に対するお

答えです。

3つ1-1の質問についてです。ヤギについては、私はあ

まりJ下しくはないですが、先月でしたかね、 111下サミッ

トという交流会がありました。そこで、ヤギの陀業化を

どう進めるかという議論がなされたということです。長Jl

念ながらそこには参))1111¥米なかったですけれども、これ

はilll制のユニークな食文化の一つだと私も思います。い

ろんな仕組みゃ制j立もあると忠いますが、 1-分担射し

ていませんので、ヤギの生産と手11111 の拡大を|支|る (I~車Ilみ

作りの而から勉強してみたいと思います。どうぞそうい

う点でご立比等がありましたらよろしくお願いいたしま

す。以 1:で・す。ちょっといしlですみません。

司会者 :あといくつかご質問あるんですけれども、いず

れも TPPに閲する問組が多かったです。WIIえばTPPの

メンバーのオーストラリアは出来大llilといわれておりま

す。11本は食料1'1給不がエネルギーベースで 40%科j立

とマスコミで切迫されておりますが、 TPPへ参加lした財

介の11.1，:のJ:.:l業は地滅状態になるのではないか。フラン

スは、 J~~.%!:従・I ~ 何年11\1240 万人ほど1 1\1から補助を受けて

いる、、I'iY;';今IIIITPPに|見|しては11本もMiDJJ金でカバーす

るということになると山うんですど、それで卜|本は出た

して出来でもっと 1'1ιできるのであろうか、補助金山け

になってしまうのではないかというようなどnll¥l、もし

くはそう出ってますというお話が一つごさ"います。

それと、 6次1出来化と1:.:lJ.:ll'ii辿系のillいというのはやリ

かあるんで、しょうかというご質11¥1。

それと、 1"1縦のj出来とれ11制の伝統文化との|英lJiliなんで・

すけれども、いわゆる1"1終日野栄の{川町づけは可能か、 1111

細企はヤギ、)隊l夫l文化、 1"1制の食と Jえば野菜をIj~心と

したもの、こういうものがこれからどうなっていくのだ

ろうかとし、うー 。

仲地氏 :TPPについてもう少し付け)111えます。食料(1

給申との|民Iì.!!!についてです。 刻印、技が1 1<1の食料i'I給;f~

は 40% ですね。 ~xが 1 1\1が TPP に参加l して外同のJ:.:l応物

が入ってくるようになるとこの(1*合〉約がさらに低ドして

14% 引山・になるとされています。 これも I~+ìj\;jく庄作の試

n:によるものです。これは食料供応のJ)'([;!iがt&り心:たな

くなるとJうことでもあります。そうしますと、かなり

の失業円が先生し、あるいは山村地域から人が移動せざ

るを仰ないということになります。 ですからこれはI~業

だけのILりではないんで・す。社会的な変!fijJが起こるだろう
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と考えられます。 まず応援のメッセージがいっぱいあります。バイタリ

政府が先月 25日に「食と農林漁業の再生計画」とい ティ尊敬しますなど。質問は、非常に具体的なものが多

うのを発表しました。これは TPP交渉への参加に向け

た農業の再編計画という性格ももっと思いますが、こ

れ見ますと、例えば、農家の経営規模を平地で 20ha--... 

30ha、中山間地域で 10ha--... 20haに拡大するとなって

います。これは水田農業を想定していると考えられ、直

いです。まず、金武町以外での生産の拡大は、今後は可

能でしょうかというのが一つです。同じように、お茶の

生産農家についてもう少し説明してください。契約につ

いてどうなのか、生産技術指導というのをやっておられ

るのか、紅茶の製造をどこで、だれがやっているのか、農

嬢沖縄にあてはめることはできませんが、しかし、仮に 家側からの視点を少しお話しいただけないでしょうかと

これを沖縄の場で考えてみるととても無理だと思いま いうことですね。これも関係してくるんですけれど、沖

す。例えば、本島中南部の地域を考えてください。住宅 縄の紅茶に適している環境がそろっていることはよくわ

地の中に農地がとびとびにあります。こういうとこで規 かりました。ですがやはり台風の影響は気になります。

模拡大して大規模農業できませんよねロでは、離島地域 台風が紅茶に及ぼす影響に対してどのような対策をお考

ではどうなのかというと、離島はそれぞれの島で面積が えでしょうか、お教えいただけますでしょうかという質

限られています。 10haから 20ha規模の農家をつくるた 間がございます。

めには現在農業している人たちが農業から離れないとい

けないわけです。少数の大規模経営がその土地を使うわ 内田氏:ありがとうございます。まず産地の拡大につい

けですから。そうなると、かなりの人が島から出ていか てですけれど、これは巌初から金武町だけではなく、金

ざるを得ません。これは島の過疎化につながります。で 武町を中心にということで、試しているところを含めて

すから、 10haにしても 20haにしてもとても無理だと思 今4市町村。恩納村、金武町、うるま市、宜野座村で、作つ

います。こうした現場の事実を踏まえないで、議論され ております。例えば名護のたのうらだけとかは霧が出ま

ている面があるように思います。 すし、それぞれの産地でいろんな、それこそお塩のよ

もうひとつ、 6次産業と農商工連携どこが違うかとい うに、沖縄で紅茶の品ぞろえが増えればそれだけ外から

うことでした。これは、基本的には、 6次産業は農業者 マーケットとして魅力がありますので、それはもちろん

自らが加工や販売にも取り組んでいく事業であり、農業 やっていきたいですし、私ども原料を買わしていただく

者を主体とした事業です。一方、農商工連携というのは、

農業者、商業または加工業者のいずれでもその主体にな

れる、そのうえで、農業、商業、加工業(工業)を組み

合わせた事業ということになります。

それからあとひとつは、食文化についてでしたね。食

文化については、沖縄は全国の中でも非常に特徴のある

会社としてやっていこうと思います。全農家さん、実印

を押していただいた個別契約と組合との契約を結んでい

まして、製造できたものに関しては全て買い取りという

お約束をしています。うちの弁護士と税理士はやめとけ

と止めたりしたんですけれども、実は私どもの会社、守

秘義務があって言えなかったんですけど、最近取材のお

食材を多く有している地域だと思います。野菜にしても、 かげで言えるようになりました。北海道の六花亭さんの

果実、畜産にしても素材は豊富にあると思います。観光 紅茶を私が全部作らせて頂いておりますし、伊勢のおか

客の中にも、沖縄の料理、食事が魅力だという方が少な げ横丁、赤福さんの紅茶も作らしていただいております。

くありません。料理だけではなく、野菜や肉などの食材、 また、無印良品さんという大きな会社ありますけれど、

その生産の技術や加工までも含めて地域の文化として発 無印さんのカフェ 20庖舗の紅茶も私がコーディネート

展させていく工夫が必要だと思います。 して出してキャンペーン商品にも使っていただいており

ます。おかげさまで前年比の業績を 250%を上回って

司会者:今、我々にとってこの問題は心配だと思いま おります口沖縄産紅茶は私どもが輸入して扱っている紅

すけれども、私は、沖縄は美味し島だと思います。おい 茶の、まだ 10分の lにも満たないのが事実です。県外

しいものがいっぱいあるところだと思いますが、ポテン での利益を沖縄につぎ込んでいるというのが実情で、ま

シャルだけ持っても厳しい所がありますが。 TPPについ だ全然不足していますが 2012年まではあらゆる意味で

ては、内地でも超党派でもめてるわけですから、難しい テスト段階だと思っています。だからこそ 2012年まで

問題だとは思うんですけれども、デ、ツドラインが問題か の導入期に出来るだけ価値を上げてたいのです。そのた

なと思います。 めに農家さんにもご協力をお願いし契約を個別で結んで

次に内田さんにお話しお伺いしたいんですけれども、 おります。当初は書類に印鑑を押してくださいと言った

75 
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ら嫌がられておりましたが「皆さんの印鑑も商品価値で てもう一回やろうという方には再度苗木の提供させてい

す」と日本で一番の産地になる意識とともにお願いしま ただいております。以上でよろしいでしょうか。

した。契約書は農家さんには嫌がられることもあり「印

鑑押さなかったらどうする」って皆さんのまえで迫られ 司会者:あの、テルワールとはなんでございましょう

ることもありますが「苗を返してください」とお約束を か?

守っていただくことをお願いしております。今のところ

全員の押印を頂き問題はありません。フェアーにちゃん 内田氏:はい、テルワールはもともとワインの言葉です

としていくためで、組合に対しては、会計監査を法人化 ね。その産地の環境すべて使って、品種があって、そし

することができれば、私達は原価率をオープンにしてい て作り方の、哲学みたいな、考え方までしっかり入った

きたいと願っています。パートナーですので、一円でも キャラクターですね。このキャラクターは沖縄で素晴ら

多く儲けすぎていたり、一円でも損してるという考えで しいものができていて、茶摘みして車に積んで帰るとき

は長く続きませんのでそのように考えております。製造 に、車の中が素晴らしい香りで、こんな香りはインドも

に関しては、私ども金武町にテスト工場を作りました。 スリランカもありませんので、農家の方はよくご存知で

これは最初金武町さんが工場を作るという話でしたけれ す。

ども、賛否両論ありまして、工場が間に合わないんです

ね。間に合わないのでうるま市にあった工場を金武町に

移動させ、約 4年間で1tの生産ができる体制を自社で

持っております。製造に関して、原料だけでは儲からな

いから紅茶を作りたいと思ってくれないといけないんで

すね。学んででも作りたい。そう思ってくださる方でし

たら、うちの会社に入っていただいて、技術をシェア

していきたいと思いますロ実際今年、 5年前に履歴書を

送ってきてくれた石垣の女の子がいましたけれど、仕事

がまだ全然できなかったんですね。キャリアがなくて。

それで書類選考で落としましたら、そのときにこれでは

いけないと思って頑張って東京に就職されて、新採のあ

とやっぱり沖縄で働きたいということでまた、履歴書を

送ってくれまして、みたらあらゆることができるように

なって、英語も中国語も喋れるんです。何千人に一人だ

と思って採用して、覚a悟を決めてやってますので、スタッ

フもそういう風に、少ないですけど頑張っております。

台風の影響についてですが、台風は幼木の時は最悪です。

2年物の苗を持ってきて、 3年間収入がありませんので、

3年間の聞に台風が来ると、どうしても風に回ると穴が

開いて、それを l本ずつ手で埋めなおす作業をします。

今年も台風の塩害で茶畑は色を失いましたが生産量が減

るだけで大きな問題はありません。金武町の広い畑では

スプリンクラーも防風林も強風で全部役に立たなくなっ

た後、農家さんが努定するのも嫌がり雑草で覆う方法を

見つけました。牧草をわざとまいたりして雑草を増やし

まして、 3回目以降の台風は見事牧草のおかげで被害が

なく安堵しました。

司会者:まだちょっと時間あるんですけど、私どもこ

れをテープ起こしいたしまして、うちの大学の紀要に載

せたいと思います。ご質問、今日で、きなかったものも掲

載させていただきますので、お許しください。であの是

非、内田さんにお力をお借りしたいんですけど、東京の

デパートの伊勢丹は、我々にとってアンテナショップみ

たいなものでもありますから、東京のど真ん中ですので、

うんと宣伝していだたきたいと思います。できましたら

その際にですね、アイスティーのデモンストレーション

やって、琉球ガラスに入れて出してあげるとか、護屋の

告書を使っていただくとか、堀のちんすこうを出しても

らったら、いいんじゃないかなと思って、セットで、琉球

で、やっていただきたいと希望しております。あの時闘が

迫ってきましたけど、最後に、加力さんにも質問がいっ

ぱい来ております。その中で、大体 2つに分けられると

思いますけれども、一つは 6次産業化で、農業の若い担

い手の育成方法と手段、今日もお話出ましたけれどそれ

ですね。それと地域の農林水産者との連携方法を、今日

も地場とありましたけど、地元との連携をどうお考えで

すかというまずは二つ来ております。

加力氏:地域の新しい若い方々が働いていることに関し

ては、 24年度の農水省の概算要求の中で、新規就農者

の中で、新たに畑を借りて若い人がやってくれる場合は、

個人の場合、 150万の補助が出るという制度がおそらく

出てくると思います。その法人の方はですね、 2年間、

毎月 10万円の補助を出そうというような構想もありま

成木は対策が見つかっておりますが、植えてすぐの すので、できれば私どもの方は、インターンシップかも

幼木の場合は被害は大きく時には全滅することもありま

す。沖縄と台風と切っても切れませんので、覚悟を決め

しくはそういう学校を作って、そこで勉強していただい

て、 2年間勉強していただいた後には、耕作地を確保す
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るか、 なければ私たちが開拓したところをお貸しして

やっていただいていいと思います。我々今帰仁で、やって 司会者:ありがとうございました。最後に学部長の宿題

ますので、村内で若い人たちが仕事ができるような環境 がありますので。大学の貢献、逆にこれから、私たちの

を作り、その生産された農産物の出口を作ることで、定 研究は現場が関与して何ぼのもんだと思うんですね。い

着化が見込めると思います。今後は、若い人たちが農業 かに現場に使っていただくか、もしくは、現場の課題を

ができるようなそういう施設も考えていますので、幼稚

園の上の方はそういう施設として、仕事で寝泊まりがで

きるように休息所を作ろうと思っています。あと地域の

連携なんですが、僕はいわゆる地域の業者の方ともっと

いかに研究に関与させるかが必要だと思います。本当に

遅い時間まで、残っていただいて、実はまだ質問あるんで

すけれども、もし会場におられる方で、これだけは聞い

ておこうかというのがありましたらお手を挙げていただ

仲のいいお付き合いをするのが大事だと思ってまして、 ければ。よろしいでしょうか。私どものセッテイングが

今帰仁の経済課の方々と本当に二人三脚で、頑張っていき まずくてちょっと時間がのびのびになってしまったんで

たいと思ってます。例えば村内の会社と今帰仁の村役場 すけれども、ここに残ってくださった方、学部長も最後

のメンバーが夜に野球大会をやったりだとか、一緒に までいてくれましたし、事務長も後ろの方に。学生諸君

なって、何とか地域を盛り上げていこうということで動

いてます。また、今後の水産業に関しでも、いろいろと

我々がお手伝いできるところがいっぱいありますので、

農業と漁業を外食産業につなげていって、規模を拡大し

ていくという、そういう手法で、今後やっていきたいと思

います。

には今朝 9時から来ていました。それでは最後のご紹介

になりますけれども、後ろに座っておられる、諸見里先

生。実は昨年まで委員長して頂きました。僕もいろいろ

細かなアドバイスいただきまして、そういった意味では

私どもの師匠でございまして、縁の下の力持ちで、今回

開催できましたのも先生のおかげです。感謝しておりま

す。みなさん、今日はたくさんの講演をして頂き、あり

司会者: rゆいまーる」の伝統ございますけれども、地 がとうございました。会場の皆様本当にありがとうござ

域としての連携の新しい形、進化した関係が作れるん いました。今後ともこのシンポジウムをよろしくお願い

じゃないかなという風に思います。最後に加力さんもう します。

一点。有機jASや特別栽培農産物などはどの程度達成で

きていますか。限界を感じた事はありますか。 共催沖縄県西原町

後援沖縄県農林水産部、沖縄県有機農業推進協議会、

加カ氏:有機jASに取り組んで約 2年なんですが、も 琉球新報社、沖縄タイムス社、沖縄テレビ放送株式会社、

ちろん虫との!被いからスタートするわけで、また雑草と 球放送株式会社、 jAおきなわ、沖縄県農業共同組合中央

の戦いが一番大きくて、大変なんです。従業員 8名だけ 会、沖縄県有機農業普及会

でも足りなくて、実は毎週居酒屋レストランから応援頂

いて、 8名くらい手伝っていただきました。そのなかで、

ただ食の安全と安心というのは、自分らが示していかな

いと分って頂けない部分がありますので、ここは辛抱強

くやるしかないなという風に思ってます。どちらかとい

うと、特別栽培、有機栽培についても、技術的なところは、

シンポジウム実行委員会構成

会計・経理担当:内藤重之、田場聡

会場費、謝金、印刷費等の運営にかかる諸経費の会計・

事務処理、会場施設担当窓口との対応、シンポ設営準備

等

実はまだまだ見えてないところがいっぱいありまして、 広報・協賛担当:中村真也、高良健作

今後は他府県の有機農業やってらっしゃる方との交涜を 共催(西原町)、後援(県、法人、関連民間団体)、マス

深めながら、もっともっと地域で有機農業を広めていき コミ(新聞社・放送局等)への協賛依頼・交渉、学内

ます。鹿児島の有機ジ、ヤス農家さんは 150超えています HP掲載・関連部署への連絡、その他学外への広報活動

ので、そういうところと連携を深めていきながら、もう 資料絹集・記録担当:玉城一、安元純

少し我々自身も力をつけていきたいと。できれば、もっ 講演要旨作成依頼、配布資料等作成、シンポ録音・記録*、

と公的機関で、琉球大学さんも含めて、農林水産高校、 学内報告書(琉球大学農学部学術報告)への掲載取り纏

そして農業大学、そういうところでもうすこし有機農業 め、テープ起こし・原稿素案作成

に対して、実際に人を育てていくことが必要じゃないか 総括:諸見里善一、芝正己

なと思っています。
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資料 1:会場用アンケート用紙

「地場産業が支える食・農・環境』第3回琉球大学農学部地域貢献シンポジウム

アンケーート

本日はご来場いただきありがとうございますo今後の参考とさせていただきますので、
お手数ですが以下のアンケートにご協力下さいますようお願いします。

1. 琉球大学農学部地域貢献シンポジウムへの参加について

1.今回初めて参加 2.過去1回参加 3.過去2回参加

2. あなたの性別・年齢は?

(1 )性別:男性・女性

(2) 年齢: 10代・ 20代・ 30代・ 40代・ 50代・ 60代・ 70歳以上

3. あなたのご職業は?

1.本学教員 2.本学職員 3.会社員・自営業 4.公務員・団体職員

5.本学学生 6.他大学の学生 7.中学生・高校生 8.主婦 9.無職

10 その他(

4. どちらにお住まいですか?

1.西原町 2.北中城・中城村 3.宜野湾市 4.浦添市 5.那覇市

6.その他の市町村( ) 7. 県外(都道府県名:

5.今回のシンポジウムを何でお知りになりましたか?

1.ポスター 2.チラシ 3.新聞 4.ホームページ 5.友人・知人

6.その他(

6. シンポジウムに参加していかがでしたか?

1.非常に良かった 2.良かった 3.どちらともいえない 4.あまり良くなかった

5.良くなかった

7. どれに一番興味を持たれましたか?

1.沖縄における地場産業と農林水産業の連携

2 沖縄紅茶のポテンシャル

3.私達の身近な存在『塩』のこと

4.沖縄の食文化を見直す時代へ

5.総合討論会

8.講演内容についてのご意見・ご感想などをご自由にお書き下さい。

裏面もご自由にお使いください。

ご協力ありがとうございました。この用紙は、お婦りの際にアンケート回収箱にお入れ下さい。
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資料2 会期アンケート民社・車，fi .!:l~

第3回農学部地域貢献シンポジウムアンケート単純集計結果(N=54)

、西原町
2北中嶋・中蛾材
3宜野湾市
4 鴻遥市
5扇町市
6そ由信市町村
8:県外 6.27% 

1:非常に良かっと
2:良かった
3:どちらとも曾え1Jい
4:あまり良〈怠かった
5:良〈芯かった

過去2図司島知1

6% 

参加回数

70代

6% 

15% 
40代

年 代

住まい

3.6% 

1平1商

30代
10% 

2.2% 

3.15% 

1本学教員
2本学駿員
3会社員・@1古来
4:公務員・団体験員
5本学学生
6:他大学学生
7:中学生・高校生
B主婦 9. 15% 
9無隙
10・その{由

8.4% 
6.2% 

1 オ:J.9-
2チラシ
3.新聞
4ホームページ
5友人・知-'5.25% 
6その他

性 別

10. 100/.3..8% 

3. 15% 

職業

1. 10% 

4.6% 

参加の情報源
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資料 3: シンポジウム!ム~IiHlポスター
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平成23年11月18日(金)13時N16時

西原町中央公民館大ホール(西原町与糊124)

プログラム

開会のあいさつ

琉球大学川本康博農学部長

基調講演

・沖縄における地場産業と農林水産業の連携

一これまでとこれから一

仲地宗俊琉球大学農学部教授

一般講演

・沖縄紅茶のポテンシャル(価値)

内田智子氏(株)沖縄ティーファクトリー代表

・私達の身近な存在『塩』のこと

友寄恵氏 (株)青い海営業開発室係長

・沖縄の食文化を見直す時代へ

-6次産業化で沖縄産穀物の復活を一

加力 謙一氏 (株)あいあいファーム経営企画室長

フロアを交えた総合討論会

コーディネーター 芝正己琉球大学農学部教援

閉会のあいさつ

西原町長上問明氏

主催:国立大学法人琉球大学農学部

共催:西原町

入場無料!

忌~正二ー~ 胃 --.，~ι~司戸----，.司圃哩『

後援:沖縄県有機農業普及会、琉球新報社、沖縄タイムス、琉疎放送、沖縄テレピ

JAおきなわ、沖縄県農業協同組合中央会、沖縄県有機農業推進協様会

お問い合せ TEL 098-895・8733(琉球大学農学部総務係)


